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新型コロナワクチン接種の予約について
市街地循環バスを試験運行
７月は福岡県同和問題啓発強調月間です

梅
雨
の
晴
れ
間
に

　

黒
木
町
山
中
地
区
で
は
個
人
で
約
２
５
０
株
の

ア
ジ
サ
イ
を
植
え
て
あ
り
ま
す
。
梅
雨
の
晴
れ
間

に
、ア
ジ
サ
イ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、棚
田
の
田
植
え

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
黒
木
町
の
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
へ
通
じ
る
「
あ
じ

さ
い
街
道
」
で
は
、
３
㎞
に
わ
た
っ
て
約
６
０
０
０

株
の
色
と
り
ど
り
の
ア
ジ
サ
イ
が
植
栽
さ
れ
、
訪

れ
る
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

掲載している催し等が新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、変更になる場合があります。市ホー
ムページ、または問い合わせ先で確認してください。

八女市LINE公式アカウント
新型コロナウイルス感染症や災害情報など、
皆さんの暮らしに関わる情報を発信しています。
LINEアカウントID→＠yamecity詳しくはこちら 友だちになってね！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
今
後
の
予
約
日
程
は
、

６
月
16
日
現
在
で
、下
表
の
と
お

り
で
す
。
最
新
情
報
は
、
Ｆ
Ｍ
八

女
や
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ｄ
ボ

タ
ン
広
報
誌
、市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

予
約
が
埋
ま
っ
て
い
る
接
種
会

場
で
も
、
キ
ャ
ン
セ
ル
等
に
よ
り

予
約
が
可
能
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
予
約
の
空
き
状
況
に
つ
い

て
は
、予
約
シ
ス
テ
ム
ま
た
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、ワ

ク
チ
ン
接
種
の
予
約
は
１
回
目
の

予
約
の
際
に
、
２
回
目
も
予
約
し

ま
し
ょ
う
。

　

大
雨
や
台
風
な
ど
に
伴
う
緊
急

時
は
、接
種
会
場
来
場
者
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、集
団
接
種
を

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
集

団
接
種
を
中
止
す
る
と
き
は
、八

女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約
に
つ
い
て

65
歳
以
上
の
人
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

種類 接種実施日 予約開始日

医療機関での接種 6/28 ㈪～7/18 ㈰ 受付中

集団接種（ゆめタウン八女・矢部公民館） ７/10 ㈯・11㈰ 受付中

集団接種（ゆめタウン八女・星野そよかぜ） 7/17 ㈯・18 ㈰ 受付中

集団接種（ゆめタウン八女・黒木支所） ７/24 ㈯・25 ㈰ 受付中

集団接種（おりなす八女）
【追加しました】 7/7 ㈬、8 ㈭、14 ㈬、15 ㈭、21 ㈬ 7/5 ㈪

広川町の医療機関でのワクチン接種コールセンター（☎ 0570・089・789）
筑後市の医療機関でのワクチン接種コールセンター（☎ 0120・567・154）

■今後のワクチン接種予約受付予定 （6月16日現在）

基
礎
疾
患
が
あ
る
人
の
優
先
接
種

■
優
先
接
種
に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す

　

市
で
は
、
国
が
示
し
た
優
先
接
種
順
位
に

基
づ
き
、
基
礎
疾
患
が
あ
り
接
種
を
希
望
す

る
60
歳
未
満
の
人
に
は
、
優
先
し
て
接
種
券

を
送
付
し
ま
す
。
優
先
接
種
券
の
送
付
を
希

望
す
る
人
は
、事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
申
込
期
間
＝
７
月
14
日
㈬
ま
で
（
期
間
終

了
後
も
受
付
は
可
能
で
す
。
接
種
券
は
準
備

が
出
来
次
第
、
随
時
発
送
し
ま
す
）

◦
申
込
方
法
＝
①
電
子
申
請
②
郵
送
③
窓
口

提
出
④
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
提
出
く
だ
さ
い
。

◦
提
出
先
＝
①
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

の
申
請
、
②
ま
た
は
③
〒
８
３
４

－

８
５
８

５
八
女
市
本
町
６
４
７ 

八
女
市
役
所
健
康

推
進
課
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
係
、
④
O
２
３
・
１
３
３
１

◦
接
種
券
の
送
付
時
期
＝
７
月
下
旬
ご
ろ
に

郵
送
し
ま
す
。
予
約
方
法
は
同
封
の
チ
ラ
シ

や
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
基
礎
疾
患
の
範
囲

1
次
の
病
気
や
状
態
の
人
で
、
通
院
や
入

院
し
て
い
る
人
＝

①
慢
性
の
呼
吸
器
の
病
気

②
慢
性
の
心
臓
病（
高
血
圧
含
む
）

③
慢
性
の
腎
臓
病

④
慢
性
の
肝
臓
病（
肝
硬
変
等
）

⑤
イ
ン
ス
リ
ン
や
飲
み
薬
で
治
療
中
の
糖
尿
病

ま
た
は
他
の
病
気
を
併
発
し
て
い
る
糖
尿
病

⑥
血
液
の
病
気（
鉄
欠
乏
性
貧
血
除
く
）

⑦
免
疫
の
機
能
が
低
下
す
る
病
気（
治
療
や

緩
和
ケ
ア
を
受
け
て
い
る
悪
性
腫
瘍
含
む
）

⑧
ス
テ
ロ
イ
ド
な
ど
、免
疫
の
機
能
を
低
下

さ
せ
る
治
療
を
受
け
て
い
る

⑨
免
疫
の
異
常
に
伴
う
神
経
疾
患
や
神
経
筋

疾
患

⑩
神
経
疾
患
や
神
経
筋
疾
患
が
原
因
で
身

体
の
機
能
が
衰
え
た
状
態（
呼
吸
障
が
い
等
）

⑪
染
色
体
異
常

⑫
重
症
心
身
障
が
い（
重
度
の
肢
体
不
自
由

と
重
度
の
知
的
障
が
い
と
が
重
複
し
た
状
態
）

⑬
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

⑭
重
い
精
神
疾
患（
精
神
疾
患
の
治
療
の
た

め
入
院
し
て
い
る
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
、
ま
た
は
自
立

支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）で「
重
度
か
つ

継
続
」に
該
当
す
る
場
合
）や
知
的
障
が
い

（
療
育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
場
合
）。

2
そ
の
他
該
当
＝

⑮
基
準
を
満
た
す
肥
満（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
30
以
上
）

の
人

※予約枠が埋まっている場合もありますので、ご了承ください。
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各種ＨＰからも新型コロナウイル
スワクチン接種の詳細情報等を
確認することができます

厚生労働省ＨＰ 八女市ＨＰ

◦受付時間＝９時～17 時
（平日・土日祝日）
◦電話番号

（フリーダイヤル）
０１２０・５６７・５１８

〇八女市コロナウイルス
　ワクチン接種コールセンター

○ Web 予約も
 　可能です

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（予防接種の予約、相談）

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
に
行
く
た

め
の
交
通
手
段
に
困
っ
て
い
る
人
に
対
し
、

市
か
ら
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
共
通
回
数
券（
以

下「
回
数
券
」と
表
記
）を
配
付
し
ま
す
。

◦
申
請
方
法
＝
①
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
接

種
予
約
を
す
る
際
に
、
自
身
で
回
数
券
の

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
②
Ｗ
ｅ
ｂ

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
を
す
る
場
合
、
回

数
券
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｗ
ｅ

ｂ
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
予
約
し
た
人
は
、

市
問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◦
回
数
券
は
郵
送
し
ま
す
＝
回
数
券
の
予

約
確
認
後
に
、
申
し
込
ま
れ
た
住
所
に
郵

送
し
ま
す
。
な
お
、
回
数
券
送
付
に
時
間

が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
接
種
日
の
1

週
間
前
ま
で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。
回
数
券
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会

場
へ
の
行
き
帰
り
に
の
み
使
用
で
き
ま
す
。

◦
予
約
先
＝
八
女
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２

０
・
５
６
７
・
５
１
８
）

◦
受
付
時
間
＝
平
日
・
土
日
祝
日
９
時
～

17
時

　

国
が
示
し
た
優
先
順
位
に
基
づ
き
60
歳

～
64
歳
ま
で
の
人
お
よ
び
基
礎
疾
患
の
あ

る
人
に
つ
い
て
は
、
７
月
下
旬
頃
に
接
種

券
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以

外
の
人
に
つ
い
て
は
、
接
種
の
め
ど
が
立

ち
次
第
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
を
支
援

◦
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
係
（
☎
２
３
・

１
２
０
１
）
※
問
い
合
わ
せ
先
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

新型コロナウイルス感染症のスクリーニング
を目的としたＰＣＲ検査事業を実施します

　市では、新型コロナウイルス感染症の流行状況
を踏まえ、感染による影響が大きい、市内の介護
施設、障がい者施設、保育・学童施設、その他事
業所、団体等の従業員や利用者を対象に、幅広く
ＰＣＲ検査を実施します。
◦対象となる施設等＝八女市内に住所を有する、
検査対象者が 10 人以上の施設、事業所、団体等。
◦事業実施期間＝７月１日～１２月２５日
◦対象となる検査＝唾液を検体とするＰＣＲスク
リーニング検査
◦事業の条件等＝【検査料】無料（市が全額負担）

【利用の上限】１人当たり３回まで
◦検査の申し込み手順
①検査を希望する施設は、あらかじめ
施設の事前登録が必要となります。八
女市のホームページ内に「八女市新型
コロナウイルス感染症検査事業施設

等事前登録書」を準備していますので、必要事項
を記入のうえ、健康推進課まで提出ください。
②事前登録が完了したら、市から「申込フォーム」
をお知らせします。Ｗｅｂから検査の申し込み案
内に進んでください。（代表者のメールアドレスが
必要です）
③本事業受託代表団体である「ヘルスケアテクノ
ロジーズ㈱」からメールが送られてきますので、
メールに記載のＵＲＬへアクセスし、入力フォーム
に沿って、施設情報を入力し検査の申し込みを進
めてください。
◦問い合わせ＝▽検査に関する全般的な問い合わ
せは、ヘルスケアテクノロジーズ㈱お問い合わせ
窓口（９時～１８時）まで（☎ 050・1751・3100）
▽本事業に関する問い合わせは、八女市役所健康
推進課新型コロナウイルス対策係（☎ 23・1352、
O23・1331、R kenkosuishin@city.yame.lg.jp）

10人以上の施
設、事業所、団
体等を対象に
無料で実施！
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市
街
地
循
環
バ
ス
を
試
験
運
行
し
ま
す
！

■
実
証
期
間
＝
令
和
３
年
７
月
５
日

㈪
～
10
月
４
日
㈪
ま
で
の
３
か
月
間

■
ル
ー
ト（
バ
ス
停
一
覧
）＝
平
日
ル
ー

ト
と
土
日
祝
日
ル
ー
ト
の
２
ル
ー
ト

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

■
運
行
台
数
＝
２
台

■
運
行
時
間
＝
お
お
よ
そ
１
時
間
に

１
便
運
行
す
る
予
定
で
す
。
平
日
は

８
時
台
か
ら
16
時
台
、
休
日
は
９
時

台
か
ら
16
時
台
と
な
り
ま
す
。

■
運
賃
＝
バ
ス
停
ご
と
に
運
賃
設
定

を
し
て
い
ま
す
が
、
循
環
バ
ス
専
用
の

１
日
乗
り
放
題
券（
３
０
０
円
）を
発

行
し
ま
す
。
３
０
０
円
を
超
え
る
よ

う
な
利
用
を
す
る
場
合
は
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
堀
川
バ
ス
㈱（
☎

２
３・６
１
２
８
）

　

現
在
、
運
行
に
向
け
て
九
州
運
輸

局
へ
認
可
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
運

行
許
可
が
下
り
る
に
あ
た
り
、
運
賃

や
ル
ー
ト
、
運
行
時
間
の
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

商
業
施
設
、
医
療
施
設
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設
が
集
ま
っ
て
い
る
八
女
市
の
中
心
市
街
を
回
遊
す
る
定
時
定
路

線
の
バ
ス
を
試
験
的
に
運
行
し
て
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
ま
す
。

　

身
近
で
手
軽
な
移
動
手
段
と
し
て
、
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼平日ルート

▼平日ルート時刻表

バス停名称 時　間

東
ル
ー
ト

福島 08:10 09:05 10:00 11:00 12:05 14:05 15:05 16:05
八女市役所・おりなす八女前 08:12 09:07 10:02 11:02 12:07 14:07 15:07 16:07
横町町家交流館前 08:14 09:09 10:04 11:04 12:09 14:09 15:09 16:09
八女伝統工芸館前 08:16 09:11 10:06 11:06 12:11 14:11 15:11 16:11
公立病院前 08:20 09:15 10:10 11:10 12:15 14:15 15:15 16:15
マックスバリュ本町店前 08:27 09:22 10:17 11:17 12:22 14:22 15:22 16:22
日ノ出町 08:30 09:25 10:20 11:20 12:25 14:25 15:25 16:25
どんどら 08:31 09:26 10:21 11:21 12:26 14:26 15:26 16:26
高島 08:32 09:27 10:22 11:22 12:27 14:27 15:27 16:27
川﨑病院前 08:32 09:27 10:22 11:22 12:27 14:27 15:27 16:27
納楚中 08:34 09:29 10:24 11:24 12:29 14:29 15:29 16:29
柳病院前 08:37 09:32 10:27 11:27 12:32 14:32 15:32 16:32
福島 08:44 09:39 10:34 11:34 12:39 14:39 15:39 16:39

⏎
⏎

⏎
⏎

⏎
⏎

⏎
⏎

柳病院前

福　島

八女市役所・おりなす八女前

横町町家交流館前

八女伝統工芸館前

公立病院前

マックスバリュ
本町店前

マックスバリュ
本村店前 納 楚 中

法務局前

トライアル前

洋服の青山前

ニトリ前

ゆめタウン前

高　島

川﨑病院前

どんどら

日ノ出町

西
ル
ー
ト

東
ル
ー
ト

東
ル
ー
ト

バス停名称 時　間

西
ル
ー
ト

福島 08:05 09:00 10:05 11:05 13:00 14:00 15:00 16:00
柳病院前 08:12 09:07 10:12 11:12 13:07 14:07 15:07 16:07
マックスバリュ本村店前 08:14 09:09 10:14 11:14 13:09 14:09 15:09 16:09
洋服の青山前 08:17 09:12 10:17 11:17 13:12 14:12 15:12 16:12
トライアル前 08:20 09:15 10:20 11:20 13:15 14:15 15:15 16:15
ニトリ前 08:21 09:16 10:21 11:21 13:16 14:16 15:16 16:16
ゆめタウン前 08:24 09:19 10:24 11:24 13:19 14:19 15:19 16:19
法務局前 08:30 09:25 10:30 11:30 13:25 14:25 15:25 16:25
公立病院前 08:37 09:32 10:37 11:37 13:32 14:32 15:32 16:32
八女伝統工芸館前 08:40 09:35 10:40 11:40 13:35 14:35 15:35 16:35
横町町家交流館前 08:42 09:37 10:42 11:42 13:37 14:37 15:37 16:37
八女市役所・おりなす八女前 08:44 09:39 10:44 11:44 13:39 14:39 15:39 16:39
福島 08:46 09:41 10:46 11:46 13:41 14:41 15:41 16:41
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電
話
１
本
で
自
宅
ま
で
送
迎
！

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
！

ふ
る
里
タ
ク
シ
ー

　

八
女
市
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー（
愛
称「
ふ
る
里
タ
ク

シ
ー
」）は
平
成
22
年
に
運
行

を
開
始
し
、多
く
の
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
ご
愛
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」は
平
日

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で
、
電
話
で
の
予
約
に
応
じ

て
、
利
用
者
の
玄
関
か
ら
目
的

地
の
玄
関
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

利
用
に
は
、
事
前
に
利
用
登

録
（
無
料
）
が
必
要
で
す
。

■
「
ふ
る
さ
と
タ
ク
シ
ー
」
の

一
部
エ
リ
ア
の
増
車
運
行
お
よ

び
エ
リ
ア
超
え
運
行

　
「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」の
運
行

は
、
現
在
、八
女
市
を
11
エ
リ

ア
に
分
割
し
て
、タ
ク
シ
ー
13

台
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
７
月
５
日
㈪
か

ら
上
陽
エ
リ
ア
・
矢
部
エ
リ
ア
・

星
野
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、そ

れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
車
両
を
増

車
さ
せ
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
白
木
エ
リ

ア
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
八

女
の
中
心
地
区
へ
の
乗
り
入
れ

が
可
能
で
し
た
が
、地
域
を
管

轄
す
る
立
花
支
所
や
公
民
館

な
ど
へ
直
接
移
動
す
る
こ
と
が

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
７
月

５
日
㈪
か
ら
、
白
木
地
区
と

光
友
・
北
山
地
区
の
主
要
施

設
間
へ
の
乗
り
入
れ
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

以
上
に「
ふ
る
里
タ
ク
シ
ー
」が

利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
よ
り
高
い
利
便
性

の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
ご
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝【
事
前
利
用

登
録
】商
工
振
興
課
公
共
交
通

政
策
係（
☎
２
３・１
１
８
９
）

※
登
録
は
各
支
所
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
で
も
で
き
ま

す
。【
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予

約
】＝
予
約
セ
ン
タ
ー（
☎

３
３・２
０
０
２
）

▼土日祝日ルート時刻表
バス停名称 時　間

八
女
IC
→
立
花
ル
ー
ト

八女 IC 09:10 10:10 11:10 13:10 14:10 15:10 16:10
ゆめタウン前 09:16 10:16 11:16 13:16 14:16 15:16 16:16
下福島 09:17 10:17 11:17 13:17 14:17 15:17 16:17
福島 09:20 10:20 11:20 13:20 14:20 15:20 16:20
八女市役所・おりなす八女前 09:22 10:22 11:22 13:22 14:22 15:22 16:22
横町町家交流館前 09:24 10:24 11:24 13:24 14:24 15:24 16:24
八女伝統工芸館前 09:26 10:26 11:26 13:26 14:26 15:26 16:26
マックスバリュ本町店前 09:29 10:29 11:29 13:29 14:29 15:29 16:29
八女市体育館前 09:32 10:32 11:32 13:32 14:32 15:32 16:32
田崎廣助美術館前 09:37 10:37 11:37 13:37 14:37 15:37 16:37
総合保健福祉センター「かがやき」前 09:39 10:39 11:39 13:39 14:39 15:39 16:39
光友郵便局前 09:42 10:42 11:42 13:42 14:42 15:42 16:42
道の駅たちばな 09:46 10:46 11:46 13:46 14:46 15:46 16:46

バス停名称 時　間

立
花
→
八
女
IC
ル
ー
ト

道の駅たちばな 09:10 10:10 11:10 13:10 14:10 15:10 16:10
光友郵便局前 09:14 10:14 11:14 13:14 14:14 15:14 16:14
総合保健福祉センター「かがやき」前 09:17 10:17 11:17 13:17 14:17 15:17 16:17
田崎廣助美術館前 09:19 10:19 11:19 13:19 14:19 15:19 16:19
八女市体育館前 09:24 10:24 11:24 13:24 14:24 15:24 16:24
マックスバリュ本町店前 09:27 10:27 11:27 13:27 14:27 15:27 16:27
八女伝統工芸館前 09:30 10:30 11:30 13:30 14:30 15:30 16:30
横町町家交流館前 09:32 10:32 11:32 13:32 14:32 15:32 16:32
八女市役所・おりなす八女前 09:34 10:34 11:34 13:34 14:34 15:34 16:34
福島 09:37 10:37 11:37 13:37 14:37 15:37 16:37
下福島 09:39 10:39 11:39 13:39 14:39 15:39 16:39
ゆめタウン前 09:40 10:40 11:40 13:40 14:40 15:40 16:40
八女 IC 09:46 10:46 11:46 13:46 14:46 15:46 16:46

▼土日祝日ルート

ゆめタウン前

下 福 島

福　島

八女市役所・おりなす八女前

横町町家交流館前

八女伝統工芸館前

マックスバリュ本町店前

八女市体育館前

田崎廣助美術館前

総合保健福祉センター「かがやき」前

道の駅たちばな
※土日祝日ルートは、「八女 IC」から「道の駅たちばな」までの往復運行です。

▲試験運行
　使用車両

八女 IC

光友郵便局前

▼主要バス停運賃表 福島
八女伝統工芸館前 160
公立病院前 160 160

法務局前 160 160 160
ゆめタウン前 160 240 170 170

ニトリ前 160 160 240 170 170
柳病院前 190 190 200 200 170 170

福島 170 170 170 160 160 160 160

福島
柳病院前 170

高島 200 160
マックスバリュ本町店前 160 200 160

公立病院前 160 160 200 160
福島 160 160 160 170 160

道の駅たちばな
光友郵便局前 170

田崎廣助美術館前 170 170
マックスバリュ本町店前 170 230 280

八女伝統工芸館前 160 170 230 280
福島 160 160 170 230 280

下福島 160 170 200 310 360 430
ゆめタウン前 160 170 170 240 330 380 450
八女IC 210 210 260 260 340 440 490 560

◦平日西ルート
　　（片道運賃：円）

◦バス停ごとの運賃は定められていますが、
何度も利用する場合や300円以上の運賃
が発生する場合は、
一日乗車券
（300円）
を購入した
方がお得
に利用で
きます。

◦平日東ルート
　　（片道運賃：円）

◦土日祝日ルート
　　（片道運賃：円）
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　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、子育ての負担も担わ
なければならない低所得の子育て世帯を支援するため、今回新たにひとり親世帯
以外のその他世帯を対象として「子育て世帯生活支援特別給付金（その他世帯
分）」を支給します。
　また、八女市の独自支援策として「八女市子育て世帯生活応援金」も併せて
支給します。

子育て世帯生活支援特別給付金 
（その他世帯分）
【国給付事業】

八女市子育て世帯生活応援金
【八女市独自事業】

対象者

①令和 3 年 4 月分の児童手当または特別児童扶養手当の支給を受けている人（令和 3 年 4 月
から令和 4 年 2 月末までに生まれた新生児の養育者を含む）であって、令和 3 年度の住民税（均
等割）が非課税の人
②上記①のほか、平成 15 年 4 月 2 日（特別児童扶養手当対象児童の場合、平成 13 年 4 月 2 日）
から令和 4 年 2 月末までに出生した児童の養育者であって、以下のいずれかに該当する人
　1. 令和 3 年度の住民税（均等割）が非課税の人
　2. 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、令和 3 年 1 月 1 日以降の家計
　　が住民税（均等割）非課税相当の収入となったと認められる人（家計急変者）

対象となら
ない人

・先にひとり親世帯分の給付金を受け取った人
・児童手当法第 4 条第 1 項第 4 号に規定する小規模住居型養育事業を行う者、障害児入所施
設等の設置者および法人

給付額 児童１人あたり５万円 １世帯３万円

支給の
手続き

対象者①に該当する人＝申請不要です。
・対象世帯へは先にお知らせを送付しています。対象児童については、後日発送する通知に記載
します。
・受取拒否や口座変更の方法については八女市ホームページを確認ください。

対象者②に該当する人＝申請が必要です。

※公務員は、対象者①および②に関わらず申請が必要です。申請書に所属庁からの公務員児童手
当受給状況証明を受け申請してください。

申請に
必要な
もの

・本人確認書類（マイナンバーカード、運転免許証等）
・受取口座の通帳（申請者の名義）
・児童と別居している場合は、児童との関係が分かる書類（対象児童の住民票・保険証等）
・対象者②ー 2. に該当する人（家計急変者）は、令和 3 年 1月以降の任意の1か月における父母等の収入
などを証明する資料（給与明細、帳簿等）

申請期間
申請が必要な場合＝７月１日㈭から令和 4 年２月 28 日㈪まで
※事業の詳細については、八女市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

問い合わせ 子育て支援課こども支援係（☎ 23・1351）

八女市子育て世帯生活支援特別給付金 （その他世帯分）、
八女市子育て世帯生活応援金を支給します。
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八
女
市
立
学
校
へ
入
学
す
る
場
合
は
、
住
所
に

よ
り
入
学
す
る
学
校
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
指
定
校
と
言
い
ま
す
。
こ
の
指
定
校
以
外
に
、

保
護
者
お
よ
び
児
童
な
ど
が
各
学
校
の
特
色
を
理

解
し
た
上
で
、
希
望
に
よ
り
入
学
す
る
学
校
を
選

べ
る
制
度
が「
学
校
選
択
制
」で
す
。

　

令
和
４
年
度
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
へ
入
学

ま
た
は
義
務
教
育
学
校
７
年
生
へ
進
級
す
る
児
童

生
徒
を
対
象
に
、
次
の
期
間
に
学
校
選
択
希
望
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
受
付
期
間
＝
11
月
１
日
㈪
～
11
月
15
日
㈪

　

学
校
選
択
希
望
申
請
は
、
入
学
希
望
校
の
学

校
説
明
会
・
親
子
面
接
へ
の
参
加
お
よ
び
申
請
時

の
誓
約
書
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
校
選
択
制
で
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
入
学
を

希
望
す
る
人
は
、
入
学
希
望
校
へ
事
前
連
絡
の
上
、

学
校
説
明
会
お
よ
び
親
子
面
接
会
に
必
ず
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
指
定
校
制
度
は
継
続
し
ま
す
の
で
、

期
間
内
に
学
校
選
択
希
望
申
請
を
さ
れ
な
い
場

合
は
指
定
校
へ
の
入
学
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
の
皆
さ
ん
に
は
別
途
お
知
ら
せ
を
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
学
校
説
明
会
・
親
子
面

接
会
の
日
程
に
つ
い
て
は
八
女

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
（
☎
２
３
・
１
９

５
４
）

学校選択制のお知らせ！令和４年度に八女市立学校へ入学する皆さんへ

　重度の障がいがあるため、日常生活において常時介
護を必要とする在宅障がい者に手当を支給します。
■特別障害者手当
◦対象者＝ 20 歳以上で次のいずれかに該当する人。①
重度の障がいが２つ以上ある。②重度の障がいが１つあ
り、他の障がいが２つ以上ある。③重度の障がいが両
上肢・両下肢・体幹・精神のいずれかに１つあり、重度
の障がいのため日常生活能力に重篤な支障がある。
◦手当額＝月額２７，３５０円
■障害児福祉手当
◦対象者＝ 20 歳未満で次のいずれかに該当する人。①
重度の障がいが１つ以上ある。②身体障がいもしくは知
的障がい (IQ35 以下 ) などが重複している。
◦手当額＝月額１４，８８０円
　各手当の詳細な受給要件については、下記に問い合
わせください
◦問い合わせ＝福祉課障がい者福祉係（☎ 23・1335、
O22・7099）

特別障害者手当などの支給について
　7 月から10 月にかけて
は大雨や台風が多くなり、
自然災害が起こり得る時
季になります。八女市に
おいては 9 年前の九州北
部豪雨災害、最近では令
和元年 8 月に豪雨災害に見舞われました。
　地震の被災や豪雨災害のニュースを見たり聞い
たりすることで、こころと身体に不調をきたすこと
があります。当時のつらい記憶がよみがえり、同
じように恐怖を感じる、不安な気持ちになる、急
に涙ぐむ、落ち着かなくなるなどＰＴＳＤ（心的
外傷ストレス障害）の症状が現れる場合がありま
す。　
　災害などで受けた大きな精神的ストレスは、心
身ともに負担になります。時間が経つにつれて症
状が軽くなる事はありますが、人によっては数年
単位で症状が続くこともあります。症状が長く続
く場合は、専門家に相談することが必要です。
　また、今は新型コロナウイルス感染に対する目
に見えないウイルスへの不安や恐怖、日常生活と
違う行動自粛等に対して、身体に不調を感じてし
まうことも考えられます。
　被災後の精神的な不安が続く人、新型コロナ
ウイルスの感染拡大とその対策の影響を受けて、
仕事や生活に不安を感じている人は「心理士に
よるこころの相談（予約制）」で話しませんか。
　日程は、広報八女の毎月15日号に掲載しています。
◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係（☎ 23・
1352）

「被災」や「コロナ禍」の心のケアを

住民健診会場を変更します
　八女文化会館に、新型コロナウイルスワクチン接
種予約支援窓口が開設されたため、下記日程で予定
していた終日健診会場を変更します。ご理解をお願
いします。
◦健診会場（変更先）＝おりなす八女
◦変更する日程＝ 7 月12日㈪、26日㈪、8 月23日㈪
◦問い合わせ＝健康推進課保健総務係（☎ 23・
1201）
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国
保
税
は
世
帯
分
を
世
帯
主
が

納
付
し
ま
す
。
税
額
は
、
世
帯
の

国
保
加
入
者
そ
れ
ぞ
れ
の
「
医
療

分
」「
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
」
の

所
得
割
と
均
等
割
、
平
等
割
の
合

計
に
な
り
ま
す
。
40
歳
か
ら
64
歳

の
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
、
こ

れ
に「
介
護
分
」が
加
わ
り
ま
す（
税

率
表
参
照
）。

　

今
回
の
納
税
通
知
書
は
令
和
3

年
度
の
税
額
を
お
知
ら
せ
す
る
も

の
で
、
7
月
か
ら
3
月
ま
で
の
９

期
（
年
金
か
ら
徴
収
す
る
「
特
別

徴
収
」
の
世
帯
は
６
期
）
に
分
け

て
の
納
付
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
７
月
初
旬
ま
で
に
社

保
加
入
・
離
脱
な
ど
の
届
出
を
し

た
世
帯
は
、変
更
後
の
税
額
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
そ
の
都

度
、
ま
た
窓
口
で
計
算
で
き
な
い

分
は
届
出
を
し
た
月
の
翌
月
以
降

に
変
更
後
の
税
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
り
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め
誕
生
日

の
前
月
ま
で
で
計
算
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
加
入
し
た
月
（
実
際
に

転
入
や
会
社
の
健
康
保
険
を
脱
退

し
た
日
を
含
む
月
）
か
ら
計
算
し

月
割
り
で
課
税
し
ま
す
。
届
出
が

遅
れ
た
ら
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
次
の
す
べ
て
に
あ
て

は
ま
る
場
合 

①
４
月
１
日
時
点
で

世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
お
り
、

世
帯
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳

～
74
歳
で
あ
る
。
②
国
保
世
帯
主

が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受

給
し
て
い
る
。
③
国
保
世
帯
主
が

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
対
象
者

で
、
そ
の
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
の
合
計
額
が
年
金
支
給

額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
。

　

今
年
度
か
ら
特
別
徴
収
に
な
る

世
帯
は
、
第
１
～
３
期
分
を
普
通

徴
収
で
、
第
４
～
９
期
分
を
10
月
、

12
月
、
２
月
の
年
金
か
ら
徴
収
し

ま
す
。
す
で
に
特
別
徴
収
の
世
帯

は
、
令
和
３
年
２
月
の
年
金
か
ら

の
徴
収
額
と
同
額
を
「
仮
徴
収
」

と
し
て
４・６・８
月【
※
１
】に
年
金

か
ら
徴
収
し
ま
す
。
そ
し
て
決
定

し
た
年
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差

し
引
い
た
額
を
「
本
徴
収
」
と
し

て
10
・
12
・
２
月
の
３
回
に
分
け

て
年
金
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

【
※
１
】＝
今
年
度
の
仮
徴
収
額
と
本
徴

収
額
に
大
き
な
差
が
生
じ
る
場
合
は
８

月
以
降
の
徴
収
額
を
調
整
し
ま
す
。

【
特
別
徴
収
か
ら
普
通
徴
収
に
変

更
し
た
い
場
合
】
申
請
に
よ
り
納

付
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
国
保
税
の
滞

納
が
な
い
世
帯
で
口
座
振
替
の
登

録
が
さ
れ
て
い
る
世
帯
の
み
で
す
。

【
世
帯
の
所
得
に
よ
る
軽
減
】
前

年
度
の
世
帯
の
所
得
が
基
準
額
以

下
の
場
合
、
そ
の
基
準
に
応
じ
て

国
保
税
の
均
等
割
と
平
等
割
を
７

割
、
５
割
、
２
割
軽
減
し
ま
す
。

【
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
】
倒

産
や
解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
で
離

職
し
た
人
の
給
与
所
得
を
30
％
と

み
な
し
て
国
保
税
を
計
算
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
該
当
す
る
場
合
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
発
行
し
た
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
軽
減
】
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

前
年
と
比
べ
て
一
定
程
度
収
入
が

下
が
る
な
ど
し
た
世
帯
に
対
し
て
、

国
民
健
康
保
険
税
を
免
除
ま
た
は

減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◦
対
象
世
帯
＝
ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
生
計
維

持
者
が
死
亡
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
世
帯
イ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、
不
動

産
収
入
、
山
林
収
入
ま
た
は
給
与

収
入
（
以
下
「
事
業
収
入
等
」）
の

減
少
が
見
込
ま
れ
、
次
の
①
～
③

ま
で
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

◦
要
件
＝
①
事
業
収
入
等
の
い
ず

れ
か
の
減
少
額
が
前
年
の
当
該
事

業
収
入
等
の
額
の
10
分
の
３
以
上

で
あ
る
こ
と
。
②
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
千
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と
。
③
減
少
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
事
業
収
入
等
に
係
る
所
得

以
外
の
前
年
の
所
得
の
合
計
額
が

医療分 後期支援分 介護分（40 ～ 64歳の人）

所得割 （令和2年中の総所得額等
　　　　　－43万円）×8.2％

（令和2年中の総所得額等
　　　　－43万円）×2.7％

（令和2年中の総所得額等
　　　　－43万円）×2.3％

均等割 被保険者１人当たり　24,000円 被保険者１人当たり　7,300円 被保険者１人当たり　9,000円 
平等割 １世帯当たり　24,000円 １世帯当たり　7,000円 １世帯当たり　7,000円

賦課限度額 630,000円 190,000円 170,000円

令和 3 年度 国保税税率表  ※税制改革に伴い、所得割の算定において基礎控除額が 33 万円から 43 万円に変更になりました

◦国保税は医療分＋後期支援分＋介護分（40 歳～ 64 歳の人）の合計になります。
◦所得割、均等割は被保険者ごと、平等割は世帯ごとに計算します。
◦医療分、後期支援分、介護分を計算した税額がそれぞれの限度額を超えた場合、賦課限度額の税額になります。

【
問
い
合
わ
せ
】
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係（
☎
２
３・１
１
１
６
）／
黒
木
支
所
市
民
係（
☎
４
２・１
１
１
３
）

／
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
係（
☎
２
３・４
９
３
２
）／
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
係（
☎
５
４・２
２
１
８
）／
矢
部

支
所
市
民
生
活
福
祉
係（
☎
２
４・９
１
４
２
）／
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
係（
☎
５
２・３
１
１
３
）

令
和
3
年
度
国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険（
以
下
、国
保
）の
被
保
険
者
世
帯
に
、
7
月
中
旬
ご

ろ
に
令
和
3
年
度
の
八
女
市
の
国
民
健
康
保
険
税（
以
下
、国
保
税
）の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

本
年
度
の
税
率
は
昨
年
度
と
同
じ
で
す
が
、
令
和
３
年
１
月
１
日
の

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
国
保
税
算
定
に
お

い
て
は
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
給
与
所
得
控
除
や
公
的
年
金
控
除

か
ら
基
礎
控
除
へ
10
万
円
の
振
替
等
を
行
い
ま
す
。
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現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
証
（
以
下

「
保
険
証
」）
の
有
効
期
限
は

７
月
31
日
ま
で
で
す
。
８
月

１
日
か
ら
使
用
す
る
新
し
い

保
険
証
を
７
月
中
に
各
世
帯

に
簡
易
書
留
郵
便
で
送
り
ま

す
。
ま
た
、
70
～
74
歳
の
人

に
は
、
保
険
証
と
高
齢
受
給

者
証
の
機
能
を
一
体
化
し
た

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
交

付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
が
届
い
て

か
ら
７
月
31
日
ま
で
の
間
に

転
入
や
転
出
、
社
会
保
険
へ

の
変
更
な
ど
に
よ
り
国
民
健

康
保
険
の
手
続
き
が
必
要
な

人
は
、
手
続
き
に
令
和
2
年

度
（
緑
色
）
と
令
和
3
年
度

（
オ
レ
ン
ジ
色
）
の
２
枚
の
保

険
証
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の「
認
定
証
」は
、

７
月
31
日
で
有
効
期
限
を
迎
え

ま
す
。引
き
続
き
８
月
以
降
も「
認

定
証
」
が
必
要
な
人
は
、
８
月
中

に
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。（
※
７
月
中
は
更
新
で
き
ま

せ
ん
）

　
「
認
定
証
」
は
申
請
月
の
初
日

か
ら
有
効
と
な
り
ま
す
。（「
認

定
証
」
は
入
院
・
高
額
外
来
時

に
必
要
に
な
り
ま
す
。
医
療
機

関
へ
提
示
す
る
と
、
ひ
と
月
の

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
窓
口

負
担
と
な
り
ま
す
）。
８
月
以
降

に
窓
口
で
交
付
す
る
「
認
定
証
」

の
有
効
期
限
は
令
和
4
年
７
月

31
日
ま
で
で
す
。

⃝

持
っ
て
く
る
も
の
＝
▽
国
民

健
康
保
険
証
（
認
定
を
受
け
る

人
の
分
） ▽
現
在
お
持
ち
の
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
ま
た
は「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」 

▽
世
帯
主
の
認
印 

▽

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は
個

人
番
号
が
分
か
る
も
の
（
世
帯

主
お
よ
び
認
定
を
受
け
る
人
の

も
の
） 

▽
窓
口
に
来
る
人
の
身
分

証
明
書
※
非
課
税
世
帯
の
人
で
、

過
去
１
年
間
に
91
日
以
上
入
院

し
た
場
合
、
長
期
入
院
の
認
定

を
す
る
た
め
に
は
領
収
証
（
最

近
分
で
91
日
以
上
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
※
重
度
障
害
者
医

療
証
を
お
持
ち
の
人
で
住
民
税

非
課
税
の
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

医
療
機
関
で
「
認
定
証
」
を
提

示
す
る
と
、
入
院
時
の
自
己
負

担
日
額
５
０
０
円
が
３
０
０
円

に
減
額
さ
れ
ま
す
。
※「
認
定
証
」

を
お
持
ち
で
な
く
入
院
等
の
予

定
の
あ
る
人
は
、
事
前
に
相
談

く
だ
さ
い
。

　

保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る

と
、
未
納
の
期
間
に
よ
っ
て
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
督
促
状
な
ど
が
送
付
さ
れ
る
。

②
保
険
証
の
有
効
期
間
が
短
く

な
り
ま
す
。

③
１
年
以
上
滞
納
す
る
と
、
医

療
費
を
い
っ
た
ん
全
額（
10
割
）

自
己
負
担
し
、
国
保
の
窓
口
へ
給

付
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る

と
、
保
険
給
付
が
一
時
差
し
止

め
ら
れ
ま
す
。

保険税は納期内に納めましょう

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◦
減
免
の
対
象
と
な
る
保
険
税
＝

令
和
3
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
で
あ
っ
て
、
令
和
3
年
4
月

1
日
か
ら
令
和
4
年
3
月
31
日

ま
で
の
間
に
納
期
限
を
設
定
さ
れ

て
い
る
も
の
。

◦
減
免
割
合
＝
ア
に
該
当
す
る
場

合･･･

全
額
免
除
、
イ
に
該
当
す

る
場
合･･･ 

表
１
の
対
象
保
険
税

額（
Ｄ
）に
表
2
の
減
額
ま
た
は
免

除
の
割
合（
Ｅ
）を
乗
じ
た
金
額
が

保
険
税
減
免
額
。

◦
必
要
書
類
＝

ア
に
該
当
す
る
場
合
＝
▽
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
証

明
書
１
枚
、
ま
た
は
そ
の
他
証
明

書
２
枚
）
▽
国
民
健
康
保
険
税
減

額（
免
除
）申
請
書【
※
2
】▽
主
た

る
生
計
維
持
者
が
死
亡
ま
た
は
重

篤
な
傷
病
を
負
っ
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
書
類
▽
印
鑑

イ
に
該
当
す
る
場
合
＝
▽
申
請
者

の
本
人
確
認
書
類（
顔
写
真
付
証
明

書
１
枚
、
ま
た
は
そ
の
他
証
明
書

2
枚
）▽
国
民
健
康
保
険
税
減
額

（
免
除
）申
請
書【
※
2
】▽
収
入
申

告
書
と
そ
の
収
入
額
を
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
書
類【
※
2
】▽
印
鑑

【
※
2
】
＝
八
女
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係
ま
た

は
各
支
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
受
付
は
、
納
入
通
知
書
発

送
後
か
ら
開
始
し
ま
す
。

※事業等の廃止や失業の場合には、表1対象保険税について
は全額免除

対象保険税額(D)　＝　(A)×(B) / (C) 

(A)当該世帯の被保険者全員について算定した保
険税額
(B)減少することが見込まれる事業収入等に係る前
年の所得額（減少することが見込まれる事業収入
等が２以上ある場合はその合計額）
(C)被保険者の属する世帯の主たる生計維持者お
よび当該世帯に属する全ての被保険者につき算定
した前年の合計所得金額

前年の合計所得 減額または免除の割合(E）
300万円以下であるとき 対象保険税額の全額
400万円以下であるとき 10分の8
550万円以下であるとき 10分の6
750万円以下であるとき 10分の4
1000万円以下であるとき 10分の2

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
更
新
に
つ
い
て

国
保
加
入
者
で
認
定
証

な
ど
を
お
持
ち
の
人
へ

▼表1

▼表2
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■ 問い合わせ＝人権・同和政策・男女共同参画推進課（☎ 23・１490）

　

同
和
問
題
は
、
日
本
社
会
の
歴
史
的

過
程
の
中
で
形
づ
く
ら
れ
た
身
分
的
差

別
な
ど
に
よ
り
、一
部
の
人
々
が
長
い
間
、

経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
に
低
い
状

態
に
置
か
れ
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
同

和
地
区
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
出
身
者
で

あ
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
結
婚
や
就
職

な
ど
日
常
生
活
の
上
で
差
別
を
受
け
る

な
ど
し
て
き
た
、
我
が
国
固
有
の
重
大

な
人
権
問
題
で
す
。

　

生
ま
れ
た
場
所
と
い
う
本
人
の
意
思

や
努
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と

を
理
由
に
、
不
利
な
扱
い
や
差
別
的
な

言
動
を
す
る
こ
と
は
決
し
て
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

◦
調
査
期
間
＝
令
和
２
年
６
月
23
日
㈫

～
７
月
31
日
㈮

◦
調
査
対
象
＝
令
和
２
年
６
月
１
日
現

在
の
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無
作
為
に
抽

出
し
た
18
歳
以
上
の
市
民
3
千
人
（
う

ち
回
答
者
１
３
４
３
人
）

◆
問
「
同
和
地
区
住
民
の
人
権
に
関
す

る
こ
と
で
特
に
問
題
で
あ
る
と
思
う
も

の
」
に
つ
い
て
（
左
ペ
ー
ジ
上
表
参
照
）

　

問
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
上

位
３
項
目
は
い
ず
れ
も
、
同
和
問
題
解

決
の
た
め
教
育
や
啓
発
を
通
し
て
取
り

組
ま
れ
て
き
た
課
題
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
市
民
の

問
題
意
識
と
な
っ
て
定
着
し
た
結
果
と

言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
新
た
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
「
土
地
や
住
居
等
の
取
引
の
中
で

同
和
地
区
か
ど
う
か
を
調
べ
る
」、「
同

和
地
区
住
民
全
体
を
誹
謗
中
傷
す
る
発

言
や
落
書
き
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
部
落
差
別
を
助
長
す
る
情
報
や
書
き

込
み
」
に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査
（
平

成
27
年
）
よ
り
も
問
題
で
あ
る
こ
と
と

し
て
市
民
の
認
知
度
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

◆
問
「
同
和
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

重
要
だ
と
思
う
施
策
や
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
（
左
ペ
ー
ジ
下
表
参
照
）

　

選
ん
だ
人
の
割
合
が
最
も
多
か
っ
た

の
は
「
同
和
問
題
に
関
す
る
教
育
で
正

し
い
知
識
を
教
え
る
」
で
、
次
い
で
「
わ

ざ
わ
ざ
と
り
あ
げ
な
い
で
、
そ
っ
と
し
て

お
く
方
が
よ
い
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
論
に

当
た
る
「
そ
っ
と
し
て
お
く
方
が
よ
い
」

は
前
回
調
査
に
比
べ
６
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
ま
す
。

　
「
そ
っ
と
し
て
お
く
方
が
よ
い
」
と
い

う
考
え
方
は
、
差
別
を
受
け
て
苦
し
ん

で
い
る
人
に
、「
日
に
ち
が
薬
で
す
よ
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
あ

な
た
が
当
事
者
だ
っ
た
ら
何
も
し
な
い

ま
ま
で
待
て
ま
す
か
。
長
い
期
間
を
経

て
受
け
継
が
れ
た
偏
見
や
差
別
意
識
は

そ
っ
と
し
て
お
い
て
も
自
然
に
な
く
な

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
が

正
し
い
認
識
を
持
ち
、
正
し
く
判
断
し
、

正
し
く
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

人
権
教
育
や
啓
発
の
成
果
と
し
て
、

今
回
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
ど
の
人

権
問
題
で
も
「
特
に
問
題
と
思
う
こ
と

は
な
い
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
は
前

回
調
査
に
比
べ
減
少
し
、
問
題
点
を
回

答
す
る
人
が
増
え
て
お
り
、
人
権
問
題

へ
の
意
識
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
め
ざ
し
、
人
権
教
育
や
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
市
民
意
識
調
査
の
結
果
は
「
人
権
問

題
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
結
果
に
つ

か
け
が
え
の
な
い
命
が
輝
く

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　

毎
年
７
月
は
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
。
同
和
問
題
（
部
落
差
別
）の
解
決
の
た
め
に
、
県

を
あ
げ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
号
で
は
、
令
和
２
年
度
に
実
施
し
た
「
八
女
市
人
権
問
題
に
関
す

る
市
民
意
識
調
査
」の
中
か
ら
、同
和
問
題
に
関
わ
る
質
問
項
目
の
う
ち
２
項
目
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～
市
民
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
～

市
民
意
識
調
査
の
概
要

同
和
問
題
（
部
落
差
別
）と
は

市民の集い 2021講演会
録画配信のご案内

～
7
月
は
福
岡
県
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す
～

◦内容＝７月１日㈭開催の「歴史の
中の人権～ケガレと日本人～」講
演録画（講師：作家・井沢元彦さん）
◦配信期間（予定）＝ 7 月 12 日㈪
～７月２5 日㈰
◦ 視 聴 方 法 ＝
YouTube 講 演 配 信
専用チャンネル（限
定公開）
※視聴申込が必要です。詳しくは
ホームぺージ等を参照ください。
◦問い合わせ＝人権・同和政策・
男女共同参画推進課（☎ 23・1490)
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なぜなぜ人権

い
て
」
と
し
て
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。（
八
女
市
図
書
館
・

分
館
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
）

◆
部
落
差
別
解
消
推
進
法
の
施
行
か
ら

５
年

　

平
成
28
年
12
月
に
部
落
差
別
解
消
推

進
法
が
成
立
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
法
律
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普

及
な
ど
に
よ
り
形
を
変
え
な
が
ら
部
落

差
別
が
今
な
お
起
き
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
も
差
別
は
な

く
な
ら
な
い
こ
と
、
教
育
・
啓
発
で
正

し
い
知
識
を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
が
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
皆
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
等

し
く
基
本
的
人
権
を
持
ち
、
か
け
が
え

の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と

を
世
界
人
権
宣
言
や
日
本
国
憲
法
に
よ

り
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
残

念
な
が
ら
そ
れ
を
侵
害
す
る
よ
う
な
事

象
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

差
別
と
は
、
見
よ
う
と
し
な
け
れ
ば

見
え
ず
、
正
し
い
学
び
に
よ
っ
て
見
抜

く
力
が
身
に
付
き
ま
す
。
同
和
問
題
に

つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る

人
権
問
題
に
通
じ
る
大
切
な
権
利
と
責

任
を
学
ぶ
こ
と
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
が
、

改
め
て
一
人
一
人
が
同
和
問
題
に
関
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
、「
解
決
へ
の
道
」

を
踏
み
出
す
契
機
と
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

た
人
が
、
罪
悪
感
な
ど
か
ら
自
ら
を

責
め
、
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て

し
ま
う
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ど
ん

な
に
注
意
し
て
い
て
も
、
感
染
し
た

り
感
染
さ
せ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
誰
が
感
染
し
て

も
不
思
議
で
は
な
く
、
感
染
す
る
こ

と
自
体
に
非
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し

も
感
染
し
て
も
、
ど
う
か
自
分
を
責

め
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
感
染
し
た
人
が
安
心
し
て

治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
、「
感
染

者
に
ど
こ
か
落
度
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
」
と
い
っ
た
偏
見
を
持
つ
こ

と
な
く
、
回
復
を
祈
り
励
ま
し
の
言

葉
を
か
け
合
え
る
社
会
を
共
に
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
を

責
め
な
い
社
会
に

問「同和地区住民の人権に関することで特に問題であると思うもの」

問「同和問題を解決するために重要だと思う施策や取り組み」

結婚に際して、周囲の理解が得られない
場合があること 53.6％

就職に際して、不利な取り扱いを受ける
場合があること 41.1%

地域社会の付き合いの中で、不公平な取
り扱いを受ける場合があること 37.4％

土地や住居等の取引の中で、同和地区か
どうか調べたりすること 32.8％

同和地区住民全体を誹謗中傷する発言や
落書きがあること 31.2％

仕事をする上で不利な取り扱いを受ける
場合があること 30.8％

インターネット上に部落差別を助長する
ような情報や書き込みがあること 24.3％

特に問題と思うことはない 20.2％

その他 5.5％

無回答 3.6％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

同和問題に関する教育で、正しい知識を
教える 49.3％

わざわざ取り上げないで、そっとしておく
方が良い 28.7％

悪質な差別の規制や、差別被害者の救済
のための法律や制度をつくる 17.8％

必要に応じて、同和問題解決に向けた事
業に積極的に取り組む 17.3％

住民対象の研修会やセミナーなど、啓発
活動に力を入れる 16.8％

よく分からない 12.8％

同和問題は基本的に解決しているので、
何も取り組まなくてよい 6.6％

無回答 　　2.6%

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

※アンケートは「複数回答可」としています。

－ かけがえのない命が輝くまちをめざして －
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八
女
市
で
は
、
よ
り
効
率
的
で

効
果
的
な
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

促
進
を
図
る
た
め
に
、
汚
水
処
理

構
想
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
設
定
し
た
汚
水
処
理
人
口

普
及
率
等
の
目
標
値
に
対
す
る
現

在
の
状
況
を
、
皆
さ
ま
に
お
知
ら

せ
し
、
今
後
の
汚
水
処
理
施
設
の

普
及
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
下
水
道
や
浄

化
槽
な
ど
、
汚
水
処
理
施
設
の
普

及
に
よ
り
、
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
や
皆
さ
ま
の
生
活
環
境
の
向

上
が
図
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
各

目
標
値
お
よ
び
現
況
値
は
表
参
照
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水

道
工
務
係
（
☎
２
３
・
１
６
７
０
）

　

令
和
3
年
度
も
下
水
道
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。工
事

期
間
中
は
交
通
規
制
な
ど
で

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
区
域
＝
左
図
参
照
（
龍
ケ
原・

今
福
・
蒲
原
）

◦
工
事
期
間
＝
令
和
3
年
7
月

～
令
和
4
年
2
月

◦
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

下
水
道
工
務
係
（
☎
２
３
・
１

６
７
０
）

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

項　目 現況値
（Ｒ2年度末）

目標値
（Ｒ17年度末）

汚水処理
人口普及率 65.7％ 86.0％

下水道の
水洗化率 76.6％ 88.9％

浄化槽整備
区域内の浄化

槽普及率
54.0％ 76.4％

▼ 汚水処理に関する現況値と目標値
汚
水
処
理
施
設
の

普
及
状
況

下水道工事区域
令和３年度
工事予定区域

N

７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
化
月
間
」

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、 

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国

的
な
運
動
で
す
。

　

近
年
、
再
犯
者
に
よ
る
犯
罪
の

割
合
の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と
し

て
社
会
の
重
大
な
関
心
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。
刑
法
犯
の
認
知
件
数

は
平
成
14
年
を
ピ
ー
ク
に
、
年
々

減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
に
起
因
し
た
犯
罪
被
害
に
遭

う
児
童
は
後
を
絶
た
ず
、
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
内
の
少
年
非
行
情
勢

は
、
刑
法
犯
少
年
の
検
挙
補
導
人

員
等
が
減
少
傾
向
で
推
移
す
る
反

面
、
大
麻
乱
用
少
年
の
検
挙
補
導

人
員
や
児
童
虐
待
に
よ
る
通
告
児

童
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
少

年
問
題
は「
非
行
」と「
被
害
」の
両

面
に
お
い
て
、 

依
然
と
し
て
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

犯
罪
や
非
行
が
生
ま
れ
る
の
は

地
域
社
会
で
あ
り
、
ま
た
罪
を
犯

し
た
人
や
非
行
を
し
た
少
年
の
更

生
を
促
す
場
も
地
域
社
会
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
更

生
を
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
本
人
の
意
欲
と
併
せ
、
本

人
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

今
回
も
、 

運
動
の
名
称
を
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」～
犯
罪

や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直
り
を
支

え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
が
、 

地
域
環
境

の
浄
化
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
や
非
行
を
し

た
少
年
の
立
ち
直
り
を
温
か
い
目

で
見
守
り
つ
つ
、 

援
助
の
手
を
さ

し
の
べ
、
明
る
い
社
会
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
八
女
保
護
区
保
護
司
会
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　8 月のし尿くみ取り
は盆休み等のため、8
月上旬から混雑が予
想されます。し尿く
み取りの予約は、各地域のくみ取り業者へ
7 月 21日㈬までにお願いします。それ以
後の予約受付は、希望日に添えない場合
がありますのでご注意ください。
　し尿のくみ取り料金は 18 リットルごと
に 220 円（税込み）となります。
・環境課生活環境係（☎ 23・1462）

８月のし尿くみ取りの予約は
7月21日㈬までに！

環境課の
ゲンバから

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
ご
み
置
き
場
の
ご
み
が
散
乱

し
て
い
ま
す
」、「
カ
ラ
ス
や
猫
が

ゴ
ミ
袋
を
荒
ら
し
て
い
ま
す
」
な

ど
、
環
境
課
に
は
こ
の
よ
う
な
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
今
一
度
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
を
確
認
し
、ル
ー
ル
を
守
っ

て
ご
み
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
の
排
出
ル
ー
ル
】

◦
ご
み
袋
の
口
を
し
っ
か
り
結
ぶ
。

◦
８
時
30
分
ま
で
に
指
定
の
場
所

に
出
す
。

◦
ご
み
袋
は
ネ
ッ
ト
の
中
に
入
れ

る
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２

３
・
１
４
６
２
）

　新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、
7 月 11 日㈰にマイナンバーカードの交付窓口を
臨時に開設します。
　窓口混雑解消のため、必ず電話で受け取りの
事前予約をお願いします。交付場所は交付特設
会場と黒木支所の２か所で行います。
　すでに交付通知のはがきが届いている人であ
ればどなたでも受け取ることができます。
　ただし、支所で保管しているカードの送受に日
数がかかりますので、締め切りまでに受け取りの
予約をお願いします。
◦開設日時＝ 7 月 11 日㈰８時 30 分～ 12 時
◦予約締め切り＝ 7 月 7 日㈬ 17 時（予約状況に
よっては早めに締め切る場合もあります）
◦必要なもの＝電話予約時にご案内します。
◦交付場所および予約先＝①マイナンバーカード
交付特設会場（福岡銀行八女支店南側）▽予約
先＝マイナンバー推進係☎ 23・1117
②黒木支所▽予約先＝黒木支所市民係☎ 42・
1113
◦マイナポイントの予約・申し込みについて＝マ
イナポイントの予約・申し込みは、会場内に設置
しているパソコンで手続きできます。なお、マイ
ナンバーカードの申請や更新は行いませんのであ
らかじめご了承ください。
◦問い合わせ＝市民課マイナンバー推進係（☎
23・1117）

7 月 11日㈰に、
マイナンバーカード
交付窓口を
臨時開設します

911

令和4 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　O０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

料金受取人払郵便
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ブ
ロ
ッ
ク
塀
公
道
と
し
て
青あ
お
と
か
げ

蜥
蜴

吉
泉
　
守
峰

そ
の
中
に
蒼あ
お

き
瞳め

の
子
や
し
ゃ
ぼ
ん
玉

寺
田
　
睦
子

強
風
に
三
度
傾
く
豌え
ん
ど
う豆

の
手

野
崎
万
智
子

握
り
し
む
外
れ
ク
ー
ポ
ン
目め
か
り
ど
き

借
時

栗
山
　
豊
秋

父
の
日
や
父
は
戦い
く
さへ
行
っ
た
き
り

松
尾
ア
サ
子

許
さ
れ
て
し
つ
け
糸
と
る
夏
衣

東
野
　
蓉
子

く
す
の
実
俳
句
会

消費生活
そうだん

事
実
に
基
づ
か
な
い
勧
誘
を
行
う
訪
問

販
売
が
市
内
で
増
加
し
て
い
ま
す
！

【
事
例
①　
水
質
検
査
】

　

高
齢
者
宅
に
、市
役
所
職
員
を
名
乗
り

「
法
律
で
義
務
付
け
さ
れ
た
水
質
検
査
を

行
う
」と
男
性
が
来
た
。信
用
し
て
家
に
上

げ
る
と
、男
性
は
水
道
の
蛇
口
か
ら
コ
ッ
プ

に
水
を
く
ん
で
『
良
く
な
い
成
分
が
沈
殿

し
て
い
る
』と
話
し
た
。高
齢
者
が
「
親
族

が
来
る
か
ら
」と
言
う
と
す
ぐ
に
帰
っ
た
の

で
契
約
は
し
て
い
な
い
。

※
市
役
所
職
員
が
水
質
検
査
に
伺
う
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。水
道
水
は
浄
化
さ
れ
た

も
の
で
す
の
で
、健
康
に
良
く
な
い
成
分
が

検
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

【
事
例
②　
火
災
保
険
の
申
請
代
行
】

　

災
害
で
家
屋
が
半
壊
し
た
の
で
修
理
業

者
を
探
し
て
い
る
と
、あ
る
業
者
か
ら
「
火

災
保
険
の
申
請
を
代
行
す
る
。火
災
保
険

が
下
り
れ
ば
実
質
無
料
で
修
理
で
き
る

か
ら
」と
勧
め
ら
れ
て
契
約
し
た
。後
日
理

由
が
あ
っ
て
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
る
と

『
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い
る
の

で
解
約
で
き
な
い
。ど
う
し
て
も
解
約
し

た
い
な
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
保
険
金
の
50

パ
ー
セ
ン
ト
は
い
た
だ
く
』と
高
額
な
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
。

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
価
格
に
関

し
て
事
業
者
が
不
実
を
告
げ
る
こ
と
に
よ

り
、消
費
者
が
誤
解
し
て
契
約
を
し
て
し

ま
っ
た
場
合
、契
約
の
取
り
消
し
を
主
張

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】「
外
国
人
講
師
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

と
言
わ
れ
英
会
話
教
室
を
契
約
し
た
の
に

実
際
に
は
日
本
人
講
師
し
か
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、契
約
を
し
な
い
と
消
費
者
に
と
っ
て

不
利
益
が
及
ぶ
と
い
う
事
実
に
基
づ
か
な

い
事
業
者
の
説
明
を
信
じ
て
し
ま
い
、契

約
に
至
っ
た
場
合
も
契
約
の
取
り
消
し
を

主
張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

取
り
消
し
に
は
、消
費
者
の
「
契
約
す

る
」と
い
う
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
重
要

な
こ
と
に
関
し
て
不
実
を
告
げ
る
行
為
が

あ
っ
た
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。取
り
消

し
を
主
張
す
る
場
合
は
、原
則
書
面
で
行

い
ま
す
。い
つ
契
約
し
た
の
か
、ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
の
か
事
実
を
で
き
る
限
り
詳

し
く
記
し
ま
す
。最
後
に
日
付
と
署
名
を

記
し
、記
録
の
残
る
方
法
で
契
約
相
手
に

発
送
し
ま
す
。

◦
八
女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎

２
３・１
１
８
３
）※
平
日
８
時
30
分
～
16

時
30
分

　

電
話
お
よ
び
来
所
に
よ
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。来
所
に
よ
る
相
談
は
事

前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。感
染
症
対
策

と
し
て
、手
指
消
毒
・検
温
・マ
ス
ク
の
着

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。相
談
無
料
。

78

キ
ッ
チ
ン
の
窓
に
入
り
き
て
さ
く
ら
蕊し
で

白
き
カ
ッ
プ
に
ら
ら
ら
と
あ
そ
ぶ
　
　
樋
口 

洋
子

人
形
原
は
新
緑
の
香
に
椎
の
花

ア
マ
ビ
エ
顔
の
石
人
も
笑
む
　
　
　
　
石
川 

照
明

デ
コ
ポ
ン
の
デ
コ
の
と
こ
ろ
が
好
き
で
し
た

あ
な
た
に
供
ふ
る
あ
な
た
の
力
作
　
甲
斐
田
絹
代

久
し
振
り
畑
に
出
づ
れ
ば
燦さ
ん

さ
ん
と

陽
は
頭
上
よ
り
励
ま
す
ご
と
く
　
　
　
立
野 

比
文

連
結
の
列
車
は
カ
ー
ブ
で
音
を
立
つ

錆
び
し
自
転
車
こ
ぎ
ゆ
く
や
う
な
　  

古
賀  

燿
子

八
女
堺
屋
短
歌
会

ご意見記入欄　　　（八女市広報R3.7.1）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。

14
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図書館の休館日
3月 ✿3月の館内整理日は27日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
3㈫、10㈫、17㈫、20㈷、24㈫、27㈮、31㈫

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、20㈷、23㈪、27㈮、30㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、27㈮、30㈪

７月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

図書館だより

図書館の休館日
７月

✿7月の館内整理日は30日㈮✿

《黒木分館の休館日》※火曜、祝 ･ 休日、館内整理日
6㈫、13㈫、20㈫、22㈷、23㈷、27㈫、30㈮

※新型コロナウイルス感染症対策により急遽変更する場合があります。

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝 ･ 休日、館内整理日
5㈪、12㈪、19㈪、22㈷、23㈷、26㈪、30㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5㈪、12㈪、19㈪、26㈪、30㈮

な
り
き
り
司
書
体
験

◦
日
時
＝
８
月
４
日
㈬
13
時

30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館

本
館

◦
対
象
＝
小
学
校
・
義
務
教

育
学
校
４・５・６
年
生

◦
内
容
＝
司
書
の
仕
事
を
体

験
し
よ
う
。

◦
定
員
＝
６
人
（
先
着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
７

月
７
日
㈬
か
ら
市
立
図
書
館

本
館
・
分
館
で
受
付
を
始
め

ま
す
。
詳
し
く
は
学
校
、
図

書
館
に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
で
確

認
く
だ
さ
い
。

ハ
ッ
ピ
ー
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

タ
ワ
ー

　

図
書
館
の
本
を
借
り
て

シ
ー
ル
を
集
め
よ
う
。
４
つ
集

め
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
。

◦
対
象
＝
ど
な
た
で
も

◦
場
所
＝
図
書
館
全
館

こ
び
と
を
探
せ
！

　

各
館
内
を
巡
っ
て
、
館
内

に
隠
さ
れ
た「
こ
び
と
」を
探

そ
う
！
全
部
見
つ
け
ら
れ
た

ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
進
呈
。

◦
対
象
＝
ど
な
た
で
も

◦
場
所
＝
図
書
館
全
館

幼児～小学生の皆さん対象です♪

★本館＝3日、10日、１7日、24日、31日
　※いずれも土曜日14時～
　おはなしコーナー
★黒木分館＝3日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

♥7月のあかちゃんおはなし会♥

0～2歳くらいのお子さんが対象
です♪
♥本館＝4日㈰、17日㈯11時～
　２階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

★7月のおはなし会★

図書館
ホーム
ページ

図書館
Twitter

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・0500
矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120
分館の開館時間＝9時～17時30分

な
つ
は

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う
！

　
　
　
　
　
　

２
０
２
１

7/21㈬
～

　8/29
㈰

※
各
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り

中
止
ま
た
は
日
程
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します148

佐賀県出身。
「イベントでは、ピアノや三味線な
ど音楽と合わせたパフォーマンス
のほか、日本舞踊や華道などとの
コラボレーションも行います」
◦3月の個展の様子はInstagramア
カウントにて→@myaku_2020

　

上
陽
町
で
書
作
家
と
し
て
活
動
す
る

中
島
さ
ん
。身
近
に
あ
る
物
を
使
い
、書

を
通
し
て
言
葉
や
思
い
を
表
現
し
ま
す
。

「
幼
い
頃
か
ら
習
字
教
室
に
通
い
、袴

を
着
た
高
校
生
が
書
道
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
す
る
姿
に
憧
れ
を
抱
き
ま
し

た
。そ
の
頃
か
ら
書
道
に
真
摯
に
向
き

合
う
よ
う
に
な
り
、い
つ
し
か『
書
』

が
、私
に
と
っ
て
言
葉
や
思
い
を
表
現

で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。私
は

現
在
、『
書
作
家
』と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。書
道
で
一
般
的
に
使
わ
れ
る

筆
や
紙
、墨
以
外
に
も
色
彩
の
あ
る
墨

を
使
っ
た
り
、襖
に
書
い
た
り
、身
近

な
も
の
を
利
用
し
て
、そ
の
時
感
じ
る

世
界
観
を
表
現
し
て
い
ま
す
。名
刺

や
ウ
ェ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
な

ど
の
デ
ザ
イ

ン
も
行
い
ま

す
。

　
八
女
に
興

味
を
も
っ
た

き
っ
か
け
は
、旧
八
女
郡
役
所
の
雰
囲

気
に
引
か
れ
た
こ
と
で
す
。こ
の
場
所

で
個
展
を
し
た
い
一
心
で
八
女
に
通
い

続
け
、昨
年
3
月
に
念
願
の
個
展
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。八
女
と

関
わ
る
う
ち
に
住
み
た
い
と
い
う
思
い

が
膨
ら
み
、移
住
を
決
め
ま
し
た
。

　
経
験
や
出
会
い
を
通
し
て
作
品
の

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。余
白

を
生
か
し
た
表
現
が
得
意
で
す
。作

品
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
感
じ
て
も

ら
い
な
が
ら
、作
品
説
明
を
し
た
後
に

『
あ
っ
！
』と
気
づ
い
て
も
ら
え
た
時
、

嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
八
女
に
移
り
、た
く
さ
ん
の
伝
統
工

芸
と
そ
れ
を
支
え
る
方
々
に
出
会
い
ま

し
た
。今
後
は
書
作
家
と
し
て
の
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、ア
ー
ト
に
ま
つ
わ
る
企

画
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。誰
も
が
持
つ
ア
ー
ト
の
心
を

解
放
で
き
る
場
所
、い
ろ
い
ろ
な
技
術

や
伝
統
を
共
有
で
き
る
空
間
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
私
の
夢
で
す
」

書
作
家  
中
島 
千
香
子 

さ
ん
（
上
陽
町
）

経
験
や
出
会
い
を
書
を
通
し
て
表
現

Y

撮影時のみマスクを外していただきました。

襖を使った作品「生生流転」
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経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
申
請
し
て
認
め
ら
れ

れ
ば
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
た
り
、
猶
予
さ
れ
た
り
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
免
除

や
猶
予
を
受
け
ず
、
未
納
の
状
態

で
障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
免
除
に
は
、

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
所
得

基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
市
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い
な

い
人
は
、
所
得
の
審
査
が
で
き
な

い
た
め
申
請
さ
れ
て
も
免
除
承
認

さ
れ
ま
せ
ん
。
申
告
を
し
た
う
え

で
申
請
く
だ
さ
い
。
免
除
や
猶
予

の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ
ば
保
険

料
の
全
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ

の
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
、
全
額
納
付
し
た
場
合
の
２

分
の
１
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　
「
４
分
の
１
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
３
免
除
」
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
も
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
の
期
間
は
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
が
、
そ
れ
ぞ
れ
全
額
納
付
し

た
場
合
の
８
分
の
７
、
８
分
の
６
、

８
分
の
５
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
は
、
申
請
者
本

人
の
ほ
か
配
偶
者
や
世
帯
主
の
所

得
も
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
世
帯
主
と
同
居
し
て
い
る
人
は
、

免
除
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
20
歳
か
ら
50

歳
未
満
の
人
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
人
は
、
申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料

を
後
払
い
に
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
合
、
所
得
の
審
査
は

本
人
と
配
偶
者
の
み
で
行
い
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年

金
を
受
け
取
る
際
の
受
給
資
格
期

間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付

し
た
場
合
に
比
べ
て
受
け
取
る
年

金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
は

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
追

納
（
後
払
い
）
が
で
き
ま
す
。

※
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数
え

て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料
を
追

納
す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け
た

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。

　

本
庁
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス

係
、
ま
た
は
各
支
所
の
年
金
の
窓

口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

▽
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年

金
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

▽
退
職
（
失
業
）
し
た
人
が
申
請

を
す
る
と
き
に
は
、
雇
用
保
険
受

給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離

職
票
な
ど

▽
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、

被
保
険
者
本
人
の
印
鑑

▽
別
世
帯
の
人
が
申
請
す
る
場
合

は
、
被
保
険
者
本
人
か
ら
の
委
任

状
　

国
民
年
金
の
免
除
な
ど
の
承
認

期
間
は
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
令
和
3
年
度
の
免
除
申
請

は
７
月
１
日
㈭
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年

を
経
過
し
て
い
な
い
期
間
ま
で
免

除
申
請
が
で
き
ま
す
。
国
民
年
金

保
険
料
の
未
納
の
あ
る
人
は
、
早

め
の
申
請
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
市
民
課
市
民
・

年
金
係
（
☎
２
３
・
１
１
１
５
）

▽
黒
木
支
所
市
民
係
（
☎
４
２
・

１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
２
４
・
９
１
４
２
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
係

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

未納のままにせず、
保険料免除制度や

猶予制度のご利用を
国民年金保険料の免除制度・納付猶予制度のお知らせ

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
に
対
し
て
も
免
除
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
る

の
が
ち
ょ
っ
と

ム
ズ
カ
シ
イ･･･

一
部
納
付（
免
除
）制
度

全
額
免
除
制
度

国
民
年
金
保
険
料

納
付
猶
予
制
度

将
来
の
年
金
受
給
額
を

確
保
す
る
た
め
に

手
続
き（
申
請
）に
つ
い
て

申
請
は
７
月
か
ら

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
人
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現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、
7

月
31
日
ま
で
で
す
。
8
月
1
日
か
ら
使
用
で

き
る
被
保
険
者
証（
紫
色
）は
、7
月
下
旬
ま
で

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。有
効
期
限
は
、

令
和
4
年
7
月
31
日
ま
で
の
1
年
間
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、

通
常
よ
り
短
い
有
効
期
限
の
被
保
険
者
証
を
窓

口
で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
1
日
以
降
に
受
診
さ
れ
る
と
き
は
、

新
し
い
被
保
険
者
証（
紫
色
）を
医
療
機
関
窓

口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。7
月
31
日
ま
で
に

新
し
い
被
保
険
者
証（
紫
色
）が
届
か
な
い
場

合
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

■
被
保
険
者
証
の
自
己
負
担
割
合
の
確
認
を

　

医
療
機
関
で
受
診
す
る
際
の
医
療
費
の
自

己
負
担
割
合
は
、１
割
ま
た
は
３
割
で
す
。毎

年
、
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、８
月
か
ら
翌

年
７
月
ま
で
の
1
年
間
の
自
己
負
担
割
合
の

判
定
を
行
い
ま
す
。自
己
負
担
割
合
は
、
通

常
１
割
で
す
が
、同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の

い
ず
れ
か
の
人
の
住
民
税
課
税
所
得
が
１
４

５
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、３
割
と
な
り

ま
す
。

　

昨
年
の
自
己
負
担
割
合
か
ら
変
わ
っ
て
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、、
新
し
い
被
保
険

者
証
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
八
女
市
介
護
長
寿
課
高
齢
者
支
援
係
（
☎
２
３・１
３
０
８
）

▽
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー（
☎
０
９
２
６
５
１・３
１
１
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

　

現
在
使
用
中
の
限
度
額
適
用
認
定
証
や
限

度
額
適
用･

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
の
有
効

期
限
は
、
令
和
3
年
7
月
31
日
で
す
。
こ
の
認

定
証
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
人
で
、
令
和
3
年

度
も
同
じ
よ
う
に
認
定
証
を
発
行
で
き
る
条
件

の
人
に
は
、
8
月
1
日
か
ら
の
新
し
い
認
定
証

を
被
保
険
者
証
と
は
別
に
7
月
下
旬
に
お
届
け

し
ま
す
。
新
た
に
認
定
証
の
交
付
を
希
望
す
る

場
合
は
、
担
当
窓
口
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◦
申
請
に
必
要
な
も
の
＝
被
保
険
者
証
、
申
請

者
自
身
の
身
分
証
明
書

■
限
度
額
適
用（
標
準
負
担
額
減
額
）認
定
証

と
は
…
負
担
割
合
が
３
割
と
な
る
人
の
中
で
、

所
得
が
一
定
額
未
満
の
人
に
発
行
し
、
あ
ら
か

じ
め
医
療
機
関
窓
口
に
提
示
す
る
と
、
入
院
ま

た
は
外
来
診
療
を
受
け
る
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
と
は
、
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
あ

る
人
に
発
行
し
、
あ
ら
か
じ
め
医
療
機
関
窓
口

に
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限
度

額
ま
で
と
な
り
、
入
院
時
の
食
費
・
居
住
費
の

負
担
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
の
人
の
う
ち
、
課
税
所
得

１
４
５
万
円
未
満
（
自
己
負
担
が
１
割
）
の
人
、

課
税
所
得
６
９
０
万
円
以
上
の
人
は
、
限
度
額

適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
だ
け
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担
は
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

８
月
か
ら
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
が
８
月
に
更
新
に
な
り
ま
す

■
保
険
料
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て

　

個
人
ご
と
の
保
険
料
は
、加
入
者
全
員
が

同
じ
金
額
を
負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、
個

人
ご
と
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ
て
負
担
す

る「
所
得
割
額
」と
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

■
令
和
３
年
度
の
保
険
料
軽
減
措
置

◦
世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
、均
等
割
額

を
軽
減
し
ま
す
＝
こ
れ
ま
で
特
例
に
よ
り
緩

和
さ
れ
て
い
た
７
・
75
割
軽
減
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
本
則
ど
お
り
の
７
割
軽
減

に
な
り
ま
す
（
下
段
表
参
照
）。

◦
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
前

日
ま
で
、社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

人
＝
所
得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

制
度
加
入
時
か
ら
２
年
間
に
限
り
、均
等
割

額
の
軽
減
措
置（
５
割
軽
減
）を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す（
軽
減
後
の
保
険
料
は
年
額

２
万
７
８
４
３
円
）。な
お
、均
等
割
額
が
７

割
軽
減
に
該
当
す
る
人
は
、
７
割
軽
減
が
優

先
と
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
額
の
通
知
に
つ
い
て

　

保
険
料
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７
月

に
送
付
予
定
の「
令
和
３
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※注１＝「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入－公的
年金等控除額」、「給与収入－給与所得控除額」、「事業収入－必要
経費」等の合計額で、各種所得控除前の金額です。
※注２＝「基礎控除額」とは、合計所得金額が２，４００万円以下の
場合４３万円ですが、２，４００万円を超える場合は異なります。

保険料額
（年額）

10 円未満
切り捨て

均等割額
55,687 円

所得割額
〔総所得金額等（※注1）

　ー基礎控除額（※注2）〕
×10.77％（所得割率）

＝ ＋

対象者の所得要件
　　　　　〔同一世帯（※注3）内の被保険者および
　　　　　　世帯主の軽減対象所得金額（※注４）の合計額〕

軽減割合
（軽減後の均等割額の年額）

本則 令和３年度
43万円（基礎控除額）＋10万円×（給与所得者等の数－１）（※注５）以下 7 割 7割（１6,706円）

43万円（基礎控除額）＋28.5万円×被保険者数
　＋10万円×（給与所得者等の数－１）（※注５）以下 ５割 ５割（27,843円）

43万円（基礎控除額）＋52万円×被保険者数
　＋10万円×（給与所得者等の数－１）（※注５）以下 ２割 ２割（44,549円）

※注３＝｢同一世帯｣とは、4 月1日時点（年度途中で 75 歳になる人、県外からの転入者等はその時点）
の世帯が基準となります。　※注４＝｢軽減対象所得金額｣とは、基本的に総所得金額等と同額ですが、
満 65 歳以上の人の公的年金は、｢公的年金等収入－公的年金等控除額－特別控除額 15 万円｣となる
等、例外があります。　※注５＝下線部の計算式は、同一世帯内の被保険者または世帯主が、給与
所得または公的年金等に係る所得を有する場合に適用されます。
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■
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
は

　

１
か
月
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

額
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
場

合
は
、
超
え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ

ま
す
。た
だ
し
、払
い
戻
し
が
で
き

る
の
は
申
請
月
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ

て
２
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

▽
上
限
額
の
段
階
区
分
は
、そ
れ
ぞ

れ
の
月
の
初
日
に
利
用
者
の
属
す
る

世
帯
主
お
よ
び
世
帯
員
の
課
税
状

況
な
ど
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

▽
同
一
世
帯
の
中
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
人
が
複

数
い
る
場
合
、
世
帯
合
算
が
で
き

ま
す
。（
例
）夫
は
介
護
保
険
施

設
に
入
所
し
、
妻
は
デ
イ
ケ
ア
を

利
用
中
な
ど
。

▽
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
に

対
し
て
の
み
、
市
か
ら
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

な
お
、一
度
申
請
す
る
と
、そ
れ

以
降
は
毎
月
申
請
す
る
必
要
は
な

く
な
り
ま
す
。
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
指
定
口
座
へ
自
動
的
に
振
り

込
み
ま
す
。
そ
の
際
は
事
前
に
決

定
通
知
書
を
交
付
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
８
月
か
ら
導
入
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
負
担
割
合
が
１

割
の
被
保
険
者
の
み
の
世
帯
に
係

る
年
間
上
限
【
44
万
６
４
０
０
円

（
３
万
７
２
０
０
円
×
12
月
）
】に

つ
い
て
は
、令
和
２
年
７
月
サ
ー
ビ

ス
分
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
介

護
保
険
係（
☎
２
３・１
３
５
３
）

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請

　

介
護
保
険
は
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し
て
、40
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
料
は
、今
後
提
供
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
総
費
用

の
推
計
を
基
に
算
定
し
て
い
ま
す
。
市
の
介
護
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
大

切
な
保
険
料
で
す
。
保
険
料
納
付
へ
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出

さ
れ
た「
基
準
額
」を
も
と
に
、前

年
の
本
人
の
所
得
や
世
帯
の
課
税

状
況
等
に
よ
っ
て
、11
段
階
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
～
令

和
5
年
度
の
八
女
市
の
基
準
額
は

６
千
円（
月
額
）で
す
。

※
平
成
27
年
度
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
、
公
費
を
投
入
し
て

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を
行
う

仕
組
み
が
設
け
ら
れ
、
第
１
段
階

～
第
3
段
階
の
人
の
介
護
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
負
担
を
軽
減
し
て
い

ま
す
（
左
表
参
照
）。

▼
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

＝
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
支
払

わ
れ
て
い
る
人
は
、あ
ら
か
じ
め
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付

（
普
通
徴
収
）＝
年
金
が
年
額
18
万

円
未
満
の
人
や
年
度
途
中
で
65
歳

に
な
ら
れ
た
人
、他
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
人
等
は
、市
が
送
付
す
る

納
付
書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

滞
納
期
間
に
応
じ
て
保
険
給
付

の
制
限
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
滞
納
額
が
大
き
く
な
る

と
、
ま
と
め
て
納
め
る
と
き
の
負

担
感
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
で
き

る
だ
け
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

生
活
が
著
し
く
困
難
で
、
資
産

な
ど
を
活
用
し
て
も
保
険
料
を
納

付
で
き
な
い
人
は
、
納
期
ま
で
に

介
護
長
寿
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
場
合
に
よ
り
、
保
険
料
の
減

免
や
納
付
の
猶
予
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

こ
と
等
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減

免
措
置
に
つ
い
て
は
７
月
中
に
送

付
す
る
納
入
通
知
書
に
案
内
を
同

封
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

要
介
護
認
定
の
申
請
を
し
て「
介

護
や
支
援
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
」

と
認
定
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

認
定
さ
れ
な
い
人
に
も
、
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が

提
供
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付
は
、介
護
長
寿
課
お

よ
び
各
支
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。
介

護
保
険
被
保
険
者
証（
黄
色
）と
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
も
の
を

窓
口
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
介
護
保
険
料
の
詳
し
い
内
容

は
、
納
入
通
知
書
ま
た
は
同
封

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課

介
護
保
険
係（
☎
２
３・１
３
５

３
）

介
護
保
険
料
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

令和３年度の
納入通知書は７月中
に送付します

65
歳
以
上
の

皆
さ
ん
の

保
険
料
は
11
段
階
、

基
準
額
は
６
千
円（
月
額
）

保
険
料
の
納
付
方
法

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
減
免
措
置

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

令
和
３
年
８
月
か
ら「
現
役
並
み
所
得
者
」の
区
分
が
細
分
化
さ
れ
、
上
限

額
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

区分 負担の上限額

新
設

課税所得 690 万円（年収約 1,160 万円）以上 世帯140,100円/月
課税所得 380 万円（年収約 770 万円）～ 690 万円

（同 1,160 万円）未満 世帯 93,000円/月

市民税課税～課税所得 380 万円（年収約 770 万円）未満 世帯 44,400円/月
世帯の全員が市民税非課税 世帯 24,600円/月

老齢福祉年金受給者 個人 15,000円/月前年の公的年金収入金額＋その他の合計所得金額が 80 万円以下
・生活保護受給者 個人 15,000円/月
・利用者負担の上限額を 15,000 円に減額することにより、
生活保護受給とならない人 世帯 15,000円/月
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所得段階 対　　象　　者 保険料率 保険料(年額)

第1段階

・生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で世帯全員が市民税非課税
の人
・本人および世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得
金額等の合計が80万円以下の人

基準額×0.50
↓

基準額×0.30

36,000円
↓

21,600円

第2段階 本人と世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得金額等
の合計が80万円を超え120万円以下の人

基準額×0.70
↓

基準額×0.45

50,400円
↓

32,400円

第3段階 本人と世帯全員が市民税非課税で、課税年金収入金額と合計所得金額等
の合計が120万円を超える人

基準額×0.75
↓

基準額×0.70

54,000円
↓

50,400円

第4段階 本人は市民税非課税であるが、世帯員の中に市民税課税者がいる人で、課
税年金収入金額と合計所得金額等の合計が80万円以下の人 基準額×0.90 64,800円

第5段階
〈基準額〉

本人は市民税非課税であるが、世帯員の中に市民税課税者がいる人で、課
税年金収入金額と合計所得金額等の合計が80万円を超える人 基準額 72,000円

第6段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が120万円
未満の人 基準額×1.20 86,400円

第7段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が120万円
以上210万円未満の人 基準額×1.30 93,600円

第8段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が210万円
以上320万円未満の人 基準額×1.50 108,000円

第9段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が320万円
以上400万円未満の人 基準額×1.70 122,400円

第10段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が400万円
以上600万円未満の人 基準額×1.85 133,200円

第11段階 本人が市民税課税で、合計所得金額から特別控除額を引いた額が600万円
以上の人 基準額×2.00 144,000円

■介護保険料一覧　※基準額は 6,000 円（月額）

※合計所得金額等とは「合計所得金額－特別控除額－年金所得額」のことです。

　21のまちづくり団体で構成する「八女市未来づくり協
議会」の総会について、本年度は書面決議にて行われま
した。各まちづくり団体の代表者である委員（42 人）から、
役員体制をはじめ、本年度の重点活動方針や事業計画
等が承認されました。
◦役員体制（敬称略）＝▽会長：小井手恒則（上陽）、
▽副会長 (5 人 )：笹隈俊一（長峰）・坂田寛喜（豊岡）・
田中啓嗣（白木）・栗原昭典（矢部）・平野孝之（星野）
◦重点活動方針＝①地域振興計画に基づく協働事業の
推進、②持続可能な活動運営体制強化の環境づくり、
③次代を担う人材育成、④まちづくりに関する情報発信
◦令和 3 年度の主な事業計画＝①地域づくりや人材育
成に関する講演会、②地域づくり活動事例発表会、③
市執行部との意見交換会 ※今後の状況により計画変更
の場合もございます。ご了承ください。
◦問い合わせ＝企画政策課まちづくり推進係（☎２4・
9452）

令和３年度「八女市未来づくり協議会」
総会を開催しました

猫の適正飼育に努めましょう
◦飼い猫＝飼い猫の安全を守るために、近隣の人と
のトラブルにならないために、猫は室内で飼いましょ
う。飼い猫をめぐる近隣トラブルも発生しています。
増やさないのならば、不妊去勢手術を行いましょう。
◦飼い主のいない猫＝飼い主のいない猫に無責任
に餌を与えることで、トラブルが発生しています。
市民の中には猫が好きな人もいれば、苦手な人も
います。餌を与えている人は、その行為によって起
こる影響をきちんと認識し、地域への配慮をお願
いします。飼い主のいない猫によるトラブルを解消
するため、令和 3年度に限り「どうぶつ基金」を活
用し、動物愛護団体の協力を得て、不妊去勢手術
を無料で行っています。手術を行うことで飼い主
のいない猫を増やさないようにしていきます。困っ
ている人は下記の動物愛護団体に相談ください。
◦おちゃねこ八女＝☎０９０・９５６５・６５１６
◦黄色いねこじゃら＝☎０９０・２７１３・２１１２
◦問い合わせ＝環境課生活環境係（☎ 23・1462）
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３
３
０
年
程
前
の
元
禄
時
代
、
１
１
３

代
東ひ
が
し
や
ま山

天
皇
の
時
、
上
皇
の
霊れ
い
げ
ん元

法
王

に
久
留
米
藩
か
ら
香
木
が
献
上
さ
れ
た
。

香
木
は
仏
教
伝
来
と
関
わ
り
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
仏
事
で
香
を
焚た

き
、
死
者
を
弔

う
供
養
の
た
め
使
用
さ
れ
る
。
香
木
に
は

邪
気
を
払
う
力
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
高
貴
な
身
分
の
公く

げ家
な
ど
に
平
安

時
代
、
衣
服
に
香
を
焚
き
染し

め
る
習
慣
が

あ
っ
た
。

　

香
合
わ
せ
、
聞ぶ
ん
こ
う香
と
い
っ
た
優
雅
な
遊

び
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
香
道
で
薫た
き
も
の物
と
し

て
用
い
る
香
り
の
あ
る
香
木
は
、
イ
ン
ド

や
南
方
の
国
々
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
貴
重

品
で
、
沈じ

ん
こ
う香

や
龍り
ゅ
う
の
う脳な

ど
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
香
の
中
で
も
特
に
有
名
な
の

は
、
正
倉
院
に
収
蔵
さ
れ
た
東
大
寺
所
有

の
「
蘭ら
ん
じ
ゃ
た
い

奢
待
」
で
あ
る
。
天
皇
や
足
利
将

軍
な
ど
の
わ
ず
か
な
人
し
か
、
そ
の
か
け

ら
を
所
持
で
き
な
い
希
少
価
値
の
あ
る
名

品
で
、
織
田
信
長
も
こ
れ
を
頻
り
に
望
ん

だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
蘭
奢
待
を
所
有
所

持
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
権
威
の
象
徴
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
久
留
米
藩
が
献
上
し
た
香
に
つ

い
て
、
法
王
が
御
覧
に
な
り
、
深
く
感
動

さ
れ
た
。
我
が
国
に
は
な
い
も
の
と
思
わ

れ
て
い
た
香
木
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に

驚
き
、喜
び
、古
歌
に
ち
な
ん
で
「
光
遠
木
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

昔
、
15
代
応お
う
じ
ん神
天
皇
の
時
、
官
船
で

「
枯か
ら
の野

」
と
い
う
船
足
の
速
い
有
名
な
船

が
あ
っ
た
。
老
朽
化
し
た
た
め
、
処
分
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
の
名
船
で
あ
り
、

帝み
か
どは

名
を
残
す
た
め
に
と
の
思
い
で
、
そ

の
船
材
を
燃
や
し
て
海
水
を
煮
詰
め
、
塩

を
作
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て

五い

ほ

こ
百
籠
の
塩
を
成
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
全
国
の
民
に
配
ら
れ
た
。
そ
の
船
材
を

燃
や
す
時
、
炎
は
光
と
な
っ
て
遠
く
ま
で

照
ら
し
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
そ
の
中
で
、
ど
う
し
て
も
燃
え

ず
に
残
っ
た
木
材
で
帝
は
琴
を
作
ら
せ
、

か
き
鳴
ら
す
と
妙た
え

な
る
音
を
遠
く
ま
で
響

き
渡
ら
せ
た
と
い
う
故
事
に
よ
り
詠よ

ま
れ

た
「
年
経
た
る
古
き
浮
木
の
す
て
ね
ば
ぞ

さ
や
け
き
光
り
遠
く
聞
こ
ゆ
る
」
と
い
う

新
勅ち
ょ
く
せ
ん撰

和
歌
集
を
本
歌
と
し
て
、
勅
ち
ょ
く
め
い名

が
与
え
ら
れ
た
と
い
う
。
す
な
わ
ち
上
陽

町
の
轟
と
ど
ろ
きと
藤
木
の
香
木
の
こ
と
で
あ
り
、

現
在
、
轟
の
光
遠
木
は
、
県
の
文
化
財
と

し
て
指
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
香
木

は
希
少
種
で
、
赤あ
か
せ
ん
だ
ん

栴
檀
の
類
と
さ
れ
、
学

名
は
ビ
ャ
ク
シ
ン
と
言
わ
れ
る
。

　

藤
木
の
光
遠
木
は
１
８
２
８
（
文
政

11
）
年
の
大
嵐
で
倒
れ
て
枯
れ
た
の
で
、

後
に
黒
木
町
大
淵
の
平
野
に
あ
る
同
種
の

木
の
ひ
こ
ば
え
を
こ
き
取
り
移
植
し
た
。

１
８
６
６
（
慶
応
２
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
２
度
目
の
受
難
は
新
道
建
設

時
に
公
民
館
と
と
も
に
取
り
除
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
こ
こ
は
、
戦
国
時
代
の
「
あ
ん

め
ん
寺
」
の
境
内
で
、
寺
が
あ
っ
た
こ
ろ

か
ら
香
木
は
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
ー
メ
ン
と
唱
え
る
こ
と
か
ら
「
あ
ん
め

ん
寺
」
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大

友
氏
か
毛も

う
り
ひ
で
か
ね

利
秀
包
支
配
の
時
の
教
会
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
木
の
根

元
に
は
、
罪
人
の
処
刑
台
と
な
っ
た
石
が

置
か
れ
て
い
た
が
、
道
路
建
設
時
に
取
り

除
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
光

遠
木
の
勅ち
ょ
く
が
く額の
石
碑
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
平
成
31
年
3
月
に
新
し
い
公
民

館
の
敷
地
内
に
石
碑
を
移
設
。
３
代
目
と

し
て
私
が
所
有
し
て
い
た
同
種
の
幼
木（
３

年
生
）
を
移
植
し
て
い
る
。

　

轟
の
光
遠
木
は
樹
齢
５
０
０
年
余
と

思
わ
れ
る
が
健
在
で
あ
る
。
光
遠
木
と

同
種
の
ビ
ャ
ク
シ
ン
は
立
花
町
中
辺
春

の
円
福
寺
に
も
あ
る
。
こ
れ
は
光
遠
木

よ
り
も
っ
と
古
い
時
代
の
も
の
で
、
樹
齢

千
年
と
も
い
わ
れ
る
銘め
い
ぼ
く木

で
あ
る
。
大

き
な
幹
が
二
本
、
半
ば
横
た
わ
る
よ
う

な
角
度
で
、
根
回
り
枝
ぶ
り
は
良
く
、

幾い
く
せ
い
そ
う

星
霜
の
風
雪
に
耐
え
た
木
肌
の
さ
ま
は
、

風
格
が
見
事
で
あ
る
。

　

史
跡
や
文
化
財
は
守
ろ
う
と
い
う
意
識

が
な
く
な
れ
ば
失
わ
れ
て
い
く
も
の
で
あ

る
。
守
り
後
世
に
伝
え
る
努
力
は
今
に
生

き
る
私
た
ち
の
務
め
で
あ
ろ
う
。

野
中
鐵
也
（
上
陽
町
）

⑧
「
み
み
が
く 

れ
き
し
さ
ん
ぽ
」

※
題
字
、
挿
絵
は
野
中
さ
ん

日
本
に
も
あ
っ
た
希
少
種
香
木

　
　
　
光こ

う
え
ん
ぼ
く

遠
木
　

上
妻
郡
北
川
内
邑む

ら

の
「
光
遠
木
」

度
重
な
る
受
難
を
経
て

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ
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※新型コロナウイルス感染防止に努めながら、写真撮影をしています。

まちのわだいＴＯＰＩＣＳまちのわだいＴＯＰＩＣＳ

子どもたちへ図書カードを寄贈

多年にわたる人権擁護活動に表彰状

子どもたちの安全安心のために

　6 月1日㈫、JA ふくおか八女（鵜木髙春代表理事
組合長）から市内の小学校・義務教育学校へ図書カー
ドが贈られました。子どもたちの読書活動や勉強に役
立ててほしいと実施している取り組みで、JA ふくお
か八女のＡコープ、よらん野の売り上げ金の一部を地
元小学校のために還元しています。
　小松豊重 JA 経済常務から目録を受け取った橋本
教育長は「進路学習の充実などに使わせていただき
ます」と感謝を述べました。

　5 月 21日㈮に開催された福岡県人権擁護委員連合会総会に
おいて、多年にわたり人権擁護委員として活動に尽力している
古川正二さん（岩崎）に、全国人権擁護委員連合会長から表彰
状が贈られました。この表彰状は、人権を侵害された被害者の
救済や人権相談活動のほか、人権思想の普及、人権擁護活動
など地域に密着したさまざまな活動に対してのものです。

　子どもたちの生活の安全安心のために役立ててほし
いと（公財）日本公衆電話会から、市内の小学校・義務
教育学校の 4 ～ 6 年生の児童および中学校・義務教育
学校の生徒に向けて関連冊子をいただきました。
　小学校・義務教育学校の 4 ～ 6 年生の児童には、交
通事故防止や災害発生時の行動などについて書かれた
こども手帳が、中学校・義務教育学校の生徒にはイン
ターネットを安全に使うためのガイドブックと災害発生
時のてびきが贈られました。
　（公財）日本公衆電話会は、6 月 14 日㈪に橋本教育
長に報告。「冊子には、暮らしの中で起こり得るリスク
や予防などについて書かれています。家庭でも役立て
てもらえると嬉しいです」とコメントしました。
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家
を
建
て
よ
う
・
持
と
う
と

思
っ
た
ら
、
ま
ず
は
家
づ
く
り

の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か
。
参
加

無
料
。

住
育
学
校 

第
3
回
「
家
に
か
け

る
お
金
の
話
」

◦
日
時
＝
7
月
11
日
㈰
13
時
～

17
時

◦
内
容
＝
家
は
人
生
で
大
き
な

買
い
物
で
す
。
新
築
・
建
替
え
・

リ
フ
ォ
ー
ム
の
考
え
方
や
見
落

と
し
が
ち
な
費
用
な
ど
「
家
」

に
ま
つ
わ
る
お
金
に
つ
い
て
、
知

識
を
広
げ
て
選
択
力
を
養
い
ま

し
ょ
う
。

◦
定
員
＝
10
組
（
要
予
約
）

◦
開
催
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

※
感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
に
移
行
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
住
教

育
推
進
機
構
（
☎
０
５
０
・
３

７
０
７
・
３
３
９
３
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
7
月
11
日
㈰
７
時
30

分
、
立
花
体
育
館
集
合
（
約
２

時
間
）

◦
コ
ー
ス
＝
飛
形
山
中
腹
方
面

分
～
14
時
（
小
雨
決
行
）

◦
集
合
場
所
＝
げ
ん
き
館
お
お

ぶ
ち

◦
参
加
費
＝
１
人
１
５
０
０
円

（
昼
食・お
土
産
（
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

１
パ
ッ
ク
・
２
０
０
ｇ
、
ジ
ャ
ム
）

付
き
）

◦
持
ち
物
＝
汚
れ
て
も
い
い
服
、

着
替
え
、帽
子
、タ
オ
ル
、水
筒
、

エ
プ
ロ
ン
、
雨
具

◦
申
込
方
法
＝
電
話
か
メ
ー
ル

に
て
、『
代
表
者
名
・
参
加
人
数
・

連
絡
先
』
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館（
☎
２
４・

８
２
１
７
／
Qgenkikanoobu

chi@
gm

ail.com

）

　

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体

育
館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い

ま
す
。
利
用
し
た
い
人
は
必
ず

「
利
用
者
の
会
」
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
※
利
用
者
の
会
に
参

加
す
る
た
め
に
は
事
前
に
団
体

登
録
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

《
8
月
分
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
7
月
17
日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん
（
☎

３
７
・
０
０
３
８
）

　

福
岡
県
が
誕
生
し
て
今
年
で

１
５
０
年
。「
福
岡
県
政
１
５
０

年
～
第
２
部 

ア
ジ
ア
の
な
か
の

福
岡
へ
～
」
と
題
し
、
県
政
１

５
０
年
の
歩
み
を
「
公
文
書
」

で
振
り
返
り
ま
す
。（
観
覧
無
料
）

◦
展
示
期
間
＝
8
月
3
日
㈫
～

9
月
26
日
㈰

◦
開
館
時
間
＝
9
時
～
17
時
※

月
曜
、
祝
日
休
館

◦
開
催
場
所
＝
福
岡
共
同
公
文

書
館
（
筑
紫
野
市
上
古
賀
）

オ
ン
ラ
イ
ン
展
示
も
同
時
開
催
。

ま
た
期
間
中
、
九
州
歴
史
資
料

館
で
は
企
画
展
「
福
岡
県
政
１

５
０
年
～
第
１
部 

九
州
の
中
核

を
め
ざ
し
て
～
」
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

【
関
連
イ
ベ
ン
ト
】

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ト
ー
ク

　

企
画
展
の
見
ど
こ
ろ
に
つ
い

て
、
学
芸
員
が
解
説
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
8
月
21
日
㈯
、
9
月

4
日
㈯
▽
第
１
回
10
時
30
分
～

▽
第
２
回
14
時
～
※
各
回
40
分

程
度

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎ 

０

９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
６
／
O 

０
９
２
・
９
１
９
・
６
１
６
８
／

Shttps://kobunsyokan.
pref.fukuoka.lg.jp/

）

　 

丸
め
た
り
、
ち
ぎ
っ
た
り
、
目

や
背
ビ
レ
も
付
け
て
本
格
的
な

「
わ
に
」
を
作
り
ま
す
。
ず
ら
り

と
並
ぶ
と
見
ご
た
え
が
あ
り
ま

す
よ
。
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に

楽
し
め
て
、
お
散
歩
が
で
き
る

「
わ
に
」を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

◦
日
時
＝
７
月
10
日
㈯
・
7
月

24
日
㈯
13
時
30
分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
多
世
代
交
流
館
「
共

生
の
森
」

◦
定
員
＝
各
６
人

◦
参
加
費
＝
無
料
（
要
申
込
み
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代
交
流

館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・
２

２
５
７
）

　

太
陽
の
光
を
た
っ
ぷ
り
浴
び

た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
収
穫
し
て
、

美
味
し
い
ジ
ャ
ム
を
作
り
ま
せ

ん
か
？
自
分
で
摘
む
楽
し
さ
、

摘
み
た
て
の
実
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
、

ジ
ャ
ム
作
り
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が

丸
ご
と
味
わ
え
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

◦
日
時
＝
７
月
25
日
㈰
9
時
30

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
入
場

制
限
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
日
時
＝
7
月
11
日
㈰
９
時
～

12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場 

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

お
知知

ら
せ

八
女
軽
ト
ラ
市

も
よ
お
し

も
よ
お
し

　掲載している催し等は、新
型コロナウイルス感染症の感
染拡大を防止するため、中止
になることも想定されます。市
の催しについては八女市ホー
ムページで確認、そのほかに
ついてはお問い合わせくださ
い。催しへのご来訪の際はマ
スクの着用にご協力ください。

家
づ
く
り
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

新
聞
紙
で
「
わ
に
」
を
作
ろ

う
！

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
＆
ジ
ャ

ム
づ
く
り
体
験

福
岡
共
同
公
文
書
館 

企
画
展

一
　
般

一
　
般

小
・
中
学
校
体
育
施
設
利
用
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妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　

八
女
市
政
治
倫
理
条
例
の
規

定
に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
議
員
か
ら
資
産
等
報

告
書
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
閲
覧
に
供
し

て
い
ま
す
。
閲
覧
を
希
望
す
る

人
は
、
総
務
課
（
市
役
所
本
庁
）

ま
た
は
議
会
事
務
局
（
立
花
庁

舎
）
ま
で
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◦
閲
覧
期
間
＝
市
長
、
副
市
長
、

教
育
長
、
議
員
の
任
期
満
了
の

日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
等
を

除
く
）

◦
閲
覧
時
間
＝
８
時
30
分
～
17

時◦
閲
覧
場
所
＝
▽
市
長
、
副
市

長
、
教
育
長
の
資
産
等
報
告
書

→
総
務
課
（
☎
２
３・１
１
１
１
）

▽
議
員
の
資
産
等
報
告
書
→
議

会
事
務
局
（
☎
２
３・４
９
２
２
）

◦
期
間
＝
７
月
10
日
㈯
～
19
日

㈪◦
運
動
の
重
点
＝
▽
飲
酒
運
転

等
の
危
険
運
転
の
防
止
▽
子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

～
横
断
歩
道
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
運

動
の
推
進
～
▽

自
転
車
の
安
全

利
用
の
推
進

※
7
月
9
日
㈮
、
16
時
か
ら
ア

ス
タ
ラ
ビ
ス
タ
黒
木
店
（
黒
木

町
今
）
で
夏
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
小

雨
決
行
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
防
災
安
全
課

生
活
安
全
係
（
☎
２
４
・
８
１

４
６
）

　

お
気
に
入
り
の
本
を
持
っ
て

語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
若
年
男

女
を
募
集
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
7
月
24
日
㈯
13
時
～

14
時

◦
場
所
＝
八
女
市
社
会
福
祉
会

館◦
募
集
人
数
＝
10
人
（
予
約
制
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
お
は
な
し
ば
さ

ら
か
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
井
手
口

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７
６
６
・

６
２
２
３
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
を
対
象
に
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
た
就

業
支
援
や
養
育
費
相
談
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
養
育
費
相
談
】

電
話
相
談
（
離
婚
協
議
中
の
人

も
相
談
可
）。
相
談
内
容
に
よ
っ

て
弁
護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１

時
間
無
料
相
談
券
）
を
発
行
し

ま
す
。

【
無
料
弁
護
士
相
談
】

来
所
相
談
（
先
着
順
各
4
人
）。

◦
日
時
＝
▽
7
月
7
日
㈬
13
時

～
15
時
▽
7
月
14
日
㈬
・
28
日

㈬
18
時
30
分
～
20
時
30
分
▽
8

月
4
日
㈬
13
時
～
15
時

【
調
剤
薬
局
事
務
講
習
会
】

◦
会
場
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

（
春
日
市
原
町
３ｰ

１ｰ

７
）

◦
期
間
＝
8
月
18
日
～
9
月
3

日
の
毎
週
水
曜
・
金
曜
6
日
間

◦
時
間
＝
13
時
～
17
時

◦
定
員
＝
20
人
（
託
児
あ
り
）

◦
受
講
料
＝
無
料
（
教
材
費
の

一
部
４
０
０
０
円
は
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
7
月
28
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
ひ
と
り
親
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
ク
ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
内
／
☎
０
９
２
・
５
８

４
・
３
９
３
１
）

　

ミ
ド
ル
世
代
（
40
～
49
歳
・

就
職
氷
河
期
含
む
）
の
就
労
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
15
～
39

歳
の
若
者
就
労
相
談
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。（
無
料
・
要
予

約
）

◦
場
所
・
日
時
＝

【
筑
後
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
久
留
米
市
役
所
内
）】

月
～
土
曜
日 

（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
10
時
～
17
時

【
八
女
出
張
相
談
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
八
女
内
）】

第
２
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
13
時
～
17
時

◦
相
談
員
＝
精
神
保
健
福
祉
士
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

◦
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
０
９

４
２
・
３
０
・
０
０
８
７
）

日
曜
労
働
相
談
会

就
労
準
備
支
援
事
業

　拓本は凹凸のあ
る立体的なものか
ら、文字や模様を写しとる技術です。
拓本体験と、拓本をもとにオリジナル
デザインのエコバッグを作りませんか。
◦日時＝７月10日㈯ 10 時～ 12 時
◦場所＝岩戸山歴史文化交流館「いわ
いの郷」
◦定員＝15 人（先着順・要申込）
◦対象＝どなたでも（小学 3 年生以下
は保護者同伴）
◦参加費＝ 300 円
◦申込方法＝電話またはファクス

八女市岩戸山歴史文化
交流館「いわいの郷」

【いわいの郷体験イベント】
拓本体験と
オリジナル
エコバッグ
づくり

☎ 24・3200 ／ N 24・3210
（月曜日は休館のため受付不可）

※新型コロナウイルス感染拡大状況に応じ
て、中止または延期となる場合があります
のでご了承ください。

就
業
支
援

就
業
支
援

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

資
産
等
報
告
書
の
閲
覧

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

本 

de 

恋
活

ミ
ド
ル
世
代
へ
の
就
労
支
援

福岡県 HP

▲昨年度参加者作品
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相
続
登
記
や
遺
言
書
の
作
成
、

不
動
産
の
名
義
変
更
、
成
年
後

見
制
度
や
借
金
問
題
、
賃
貸
借

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
日
常
生
活
で
生

じ
る
法
律
問
題
に
つ
い
て
司
法

書
士
が
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。

◦
日
時
＝
８
月
１
日
㈰
10
時 

～ 
16
時

◦
内
容
＝
電
話
相
談
※
予
約
不

要
（
☎
０
５
７
０
・
７な

や

み
８
３
・

５こ
う
し
よ
う

４
４
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
司
法

書
士
会
事
務
局
（
☎
０
９
２
・

７
２
２
・
４
１
３
１
／
平
日
10

時
～
16
時
）

◦
日
時
＝
7
月
10
日
㈯
10
時 

～ 

16
時

◦
内
容
＝
交
通
事
故
解
決
ま
で

の
流
れ
が
知
り
た
い
、
保
険
請

求
手
続
き
、
後
遺
症
（
後
遺
障

害
）
認
定
申
請
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館

※
予
約
申
込
不
要
、
相
談
し
た

い
交
通
事
故
に
関
す
る
資
料
を

持
参
く
だ
さ
い
。

▽
薬
物
乱
用
の
撲
滅
を
訴
え
る

も
の

◦
応
募
方
法
＝
①
応
募
は
１
人

１
点
、
未
発
表
の
も
の
②
用
紙

の
規
格
は
四
つ
切
ま
た
は
Ｂ
３

判
（
約
38
㌢
×
54
㌢
）
紙
質
は

画
用
紙
ま
た
は
ケ
ン
ト
紙
、
色

彩
は
自
由
③
作
品
の
裏
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
す
る
。
ま
た
学
生
等
に

つ
い
て
は
、
学
校
名
、
学
年
、

組
も
併
せ
て
明
記
す
る
。

◦
募
集
期
間
＝
8
月
2
日
㈪
～

9
月
10
日
㈮
（
※
当
日
消
印
有

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
行
政

書
士
会
（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・

２
５
０
１
／
平
日
）

　

今
年
度
第
２
回
定
期
募
集
の

受
付
を
７
月
12
日
か
ら
７
月
30

日
ま
で
実
施
し
ま
す
。
募
集
案

内
（
申
込
書
）
は
、
７
月
12
日

か
ら
、
八
女
市
役
所
本
庁
、
各

支
所
の
担
当
係
に
て
配
布
し
ま

す
。募
集
住
宅・募
集
戸
数
等
は
、

募
集
案
内
を
ご
覧
い
た
だ
く
か

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
応
募

者
数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場

合
は
抽
選
（
公
開
抽
選
会
）
と

な
り
ま
す
。
入
居
申
込
資
格
等

に
つ
い
て
は
、
募
集
案
内
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
定
住
対
策

課
（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
／

黒
木
支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（
☎
４
２
・
１
１
１
１
）
／
立
花

支
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎

２
３
・
５
１
４
２
）
／
上
陽
支

所
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
５

４
・
２
２
１
１
）
／
矢
部
支
所

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
☎
４
７
・

３
１
１
１
）
／
星
野
支
所
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
（
☎
５
２
・
３

１
１
２
）

◦
応
募
資
格
＝
県
内
居
住
者
ま

た
は
県
内
の
学
校
・
企
業
等
に

通
学
、
通
勤
し
て
い
る
人

◦
課
題
＝
覚
醒
剤
、
大
麻
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
等
の
違
法
な
薬
物

を
対
象
と
し
、
次
の
観
点
か
ら

制
作
し
て
い
る
も
の
▽
薬
物
の

危
険
性
や
弊
害
を
訴
え
る
も
の

　

赤
ち
ゃ
ん
の
１
０
０
０
人
に

１
人
か
ら
２
人
は
、
生
ま
れ
つ

き
耳
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

場
合
に
は
、
早
期
に
発
見
し
て
、

早
く
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
練
習
を
す
る
こ
と
が
、

赤
ち
ゃ
ん
の
言
葉
の
成
長
の
た

め
に
は
大
切
で
す
。
福
岡
県
乳

幼
児
聴
覚
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

支
援
が
必
要
な
お
子
さ
ん
の
療

育
開
始
ま
で
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

や
、
子
ど
も
の
聞
こ
え
に
つ
い
て

不
安
を
持
つ
保
護
者
の
皆
さ
ん

へ
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
専
門
の
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
開
設
日
時
＝
月
・
水
・
金
曜

日
10
時
～
16
時
（
年
末
年
始
・

祝
日
を
除
く
）　

◦
相
談
方
法
＝
電
話
・
メ
ー
ル
・

面
談
（
来
所
相
談
は
要
予
約
）

◦
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
同

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・
４
０

２
・
２
６
７
３
／
O
０
９
２
・

４
１
５
・
３
１
２
６
Qfm

c.
choukaku@

fukuoka.m
ed.

or.jp

）
福
岡
県
乳
幼
児
聴
覚
支
援
セ

ン
タ
ー

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・
遺

言
相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る
交
通
事
故

無
料
相
談
会

相
　
談

相
　
談

地域を巡回！地域を巡回！
スクールガード・リーダースクールガード・リーダー
　地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業の一環
として、警察官 OB をスクールガード・リーダーと
して委嘱し、巡回活動を開始します。スクールガード・
リーダーは効果的、継続的な安全体制の確保のた
め、学校などの訪問支援や学校安全ボランティア（ス
クールガード）への助言などを行います。

【職務内容】
◦登下校時、校門周辺と通学路を中心とした見回り
◦校内の施設設備の安全状況の確認
◦学校の防犯・安全体制に関する相談
◦学校安全ボランティア（スクールガード）の取り     
　組みへの助言

【スクールガード・リーダー委嘱者】
德永輝久さん・吉開惠司さん・大塚敏幸さん

【問い合わせ】
社会教育課社会教育係（☎ 23・1318）

令
和
３
年
度

第
２
回
市
営
住
宅
入
居
者

募
　
集

募
　
集

令
和
３
年
度
福
岡
県
薬
物
乱

用
防
止
啓
発
ポ
ス
タ
ー
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効
）

※
詳
し
く
は

Ｕ
Ｒ
Ｌ
も
し
く

は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら

Shttps://w
w

w.no-drugs-
fukuoka.jp/

◦
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
県

南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

（
☎
０
９
４
４・７
２・２
１
１
２
） 

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
、
申
込
書
は
管
轄
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
一
般
事
務
実
践

科◦
訓
練
期
間
＝
9
月
か
ら
5
か

月◦
募
集
締
切
＝
8
月
4
日
㈬

会計年度任用
職員募集
◦募集職種＝市立保育所給食
員
◦応募資格＝調理師または栄
養士の資格を有する人
◦募集人員＝ 1 人
◦任用期間＝令和 3 年 8 月 1
日～令和 4 年 3 月 31日（更
新制度あり）
◦賃金・勤務条件等＝八女市
規定による
◦試験日＝ 7 月18 日㈰
◦試験会場＝八女市子育て支
援総合施設（やめっこ未来館）
◦選考方法＝書類審査、面接
◦受付期間＝ 7 月 15 日㈭ま
で（郵送の場合 7 月15日必着）
◦提出書類＝申込書・資格証
明書の写し（申込書はやめっ
こ未来館または子育て支援課
に準備しています。市公式ホー
ムページからもダウンロード
できます）
◦申込・問い合わせ＝子育て
支援課こども未来係（☎ 24・
8814）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
、
文
部
科
学
省
・

総
務
省
所
管
の
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い

授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学

力
試
験
は
な
く
、
満
15
歳
以
上

で
あ
れ
ば
、
１
科
目
か
ら
学
習

で
き
る
選
科
履
修
生
（
１
年
間

在
学
）・
科
目
履
修
生
（
半
年
間

在
学
）
と
し
て
入
学
で
き
、
満

18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
の

あ
る
人
は
、
全
科
履
修
生
（
大

学
卒
業
を
目
指
す
人
）
と
し
て

入
学
で
き
ま
す
。

◦
募
集
期
間
＝
９
月
14
日
㈫
ま

で 

※
入
学
相
談
随
時
受
付

◦
資
料
請
求
＝
放
送
大
学
福
岡

学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９
２
・

５
８
５
・
３
０
３
３
）

　

応
募
資
格
や
試
験
日
程
な

ど
詳
細
は
道
の
駅
た
ち
ば
な
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◦
定
員
＝
1
人

◦
申
込
書
配
布
期

間
＝
7
月
21
日
㈬
ま
で

◦
申
込
書
配
布
場
所
・
問
い
合

わ
せ
＝
道
の
駅
た
ち
ば
な
（
☎

３
７
・
１
７
１
１
）

　

市
の
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
の
登
録
申
請
に
は
こ
の
資

格
が
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は

上
下
水
道
局
で
配
布
し
ま
す
。

◦
試
験
日
＝
10
月
31
日
㈰

◦
会
場
＝
久
留
米
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ザ
（
久
留
米
市
宮
ノ
陣
４
丁

目
29
番
11
号
）

◦
受
験
手
数
料
＝
１
万
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
７
月
９
日
㈮
ま

で◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
上

下
水
道
局
下
水
道
総
務
係
（
☎

２
３
・
１
１
４
８
）

①
航
空
学
生

◦
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈭
～

９
月
9
日
㈭

◦
試
験
期
日
＝
９
月
20
日
㈷

②
一
般
曹
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈭
～

9
月
6
日
㈪

◦
試
験
期
日
＝
９
月
16
日
㈭
～

19
日
㈰
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

③
予
備
自
衛
官
補

◦
受
付
期
間
＝
７
月
１
日
㈭
～

９
月
17
日
㈮

◦
試
験
期
日
＝
10
月
2
日
㈯
～

5
日
㈫
の
う
ち
指
定
す
る
１
日

④
自
衛
官
候
補
生

◦
受
付
期
間
＝
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。

◦
試
験
期
日
＝
受
付
時
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
採
用
種
目
ご
と
に
応
募
資
格
・

試
験
内
容
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
衛
官
募
集
説
明
会
】

◦
日
時
＝
7
月
17
日
㈯
・
8
月

7
日
㈯
11
時
～
15
時

◦
会
場
＝
黒
木
支
所

◦
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
八
女
地
域
事
務

所
（
福
岡
法
務
局
八
女
支
局
２

階
／
☎
２
４
・
５
１
９
２
）

職員採用試験
詳細はＨＰで確認してください。

福岡県職員
採用試験

（就職氷河期世代等）

裁判所職員
採用試験

福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

試
　
験

試
　
験

放
送
大
学

２
０
２
１
年
10
月
入
学
生

令
和
３
年
度
自
衛
官
等
採
用

試
験

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

道
の
駅
た
ち
ば
な
職
員
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火災出火件数  1件 （16件）
救急出動件数 238件 （1,165件）
救急搬送人数 223人 （1,118人）

人身事故発生件数 7件 （73件）
傷　　者 9人 （88人）
死　　者 0人 （ 1人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 61,599 (-54)
男 29,075  (-25)
女 32,524  (-29)

世帯数 25,223  (±0)
　※（　）内は前月比

出生 34 人 死亡 77 人
転入 100 人 転出 111人

▼ 5 月の交通事故の状況

▼ 5 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（5 月31日現在）

▼ 5 月の異動

熱中症に注意！ 八女消防本部（☎ 24・1119）
　毎年 7 月から 8 月に熱中症が多く発生しています。特に梅
雨明けで蒸し暑い 7 月は、注意が必要です。熱中症は、周り
の温度に体が対応できず、体内の水分や塩分のバランスが崩
れ、体温の調節機能がうまく働かないことなどが原因で起こ
ります。気温が高い場合だけでなく、風が弱く湿度が高い場
合や、日差しが強い環境でも起こりやすくなります。暑い日に
は無理や我慢はせず、「こまめな休憩」と「こまめな水分補給」
を心がけましょう。また、気温・湿度の高い中でマスクを着用
していると、熱中症のリスクが高くなります。マスクを着用し
ているときは、負荷のかかる作業や運動をなるべく避け、周
囲の人との距離を十分にとったうえで、適宜マスクをはずして
休憩をとるようにしましょう。

献血にご協力ください
八女市献血推進協議会（☎２３・０２９４）

【黒木地区】◦日時＝7 月21日㈬ 10 時～
12 時 30 分、13 時 30 分～15 時 30 分
◦場所＝ふじの里

【八女地区】◦日時＝8 月6日㈮ 10 時～
11時 30 分、12 時 30 分～15 時 30 分
◦場所＝おりなす八女
※ご注意ください
新型コロナウイルスの RNAワクチン（ファイ
ザー社・武田／モデルナ社製）を接種した人
は 1回目2 回目いずれも接種後 48 時間を経
過していれば献血にご協力いただけます。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚） 23・4131
柳　病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（津江） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）　　　 0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付（19:00 ～ 21:30）
［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付（9:00 ～ 14:30）
【7月】4㈰・18㈰・22㈷
         公立八女総合病院 （23・4131）

【7月】11㈰・25㈰
         筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

7月4日（日）
藤本産婦人科小児科（東宮野町） 23・2733
中村内科医院（立花町） 37・1601
馬田歯科医院（筑後市）　　　　　 0942・52・8788
7月11日（日）
東洋医学ひぐちクリニック（大島） 23・2765
山口医院（星野村） 52・3131
香月歯科医院（本村） 30・1333
7月18日（日）
ごんどう内科（山内） 23・3010
岡村医院（立花町） 23・2770
山口歯科医院（筑後市）　　　　　 0942・53・3256
7月22日（祝）
古賀泌尿器（馬場） 24・3121
中島医院（黒木町） 42・0235
あららぎ歯科医院（広川町） 32・4846
7月23日（祝）
吉山クリニック（稲富 ) 30・2200
耳納高原病院（星野村） 52・3135
山村歯科医院（筑後市）　　　　　 0942・53・3106
7月25日（日）
三浦医院（東京町） 23・3928
みやざき内科（立花町） 37・0008
大坪歯科医院（上陽町） 33・7011

７月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】日曜
日、祝日に開いている
薬局を、八女筑後薬
剤師会のＨＰ（http://
ycpa.info）で 確認す
ることができます。

納期限・口座振替日は8月2日㈪
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

7月に
納める
もの

◦固定資産税（2 期）◦国民健康保険
税（1期）◦後期高齢者医療保険料（1期）
◦介護保険料（1期）◦住宅使用料（7月）
◦保育料（7 月）
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無料法律相談 【予約】
◦ 7 月15日㈭・8 月5日㈭ ／ 相談　
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦ 7 月9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦7 月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦ 7 月21日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
　※予約☎ 54・3629
◦ 7 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦7月20日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談

（法務局☎23・2603）
◦7月2日㈮ 13:00 ～ 16:00
　／おりなす八女研修棟
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦7月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦7月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦7月7日㈬・21日㈬ 
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦7月21日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦7月14日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦7月28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦7月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦7月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦7月29日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所

日本政策金融公庫相談会（毎月第１金曜日）
◦7月2日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会（毎月第2月曜日）
◦7月12日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会（毎月第3月曜日）【予約】
◦7月21日㈬13:30 ～ 16:30 ／八女
商工会議所 ※予約☎22・5161
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦  平日 8:30 ～ 17:00
女性のための相談 【予約】

（人権・同和政策・男女共同参画推進課）
夫や恋人からのDV、夫婦間・男女間の
問題、セクハラなどご相談ください。
◦ 平日 9:00～17:00※予約（☎23・1314）
年金相談 【予約】
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室 【予約】
◦平日 9:00 ～ 17:00 ／市役所内
　※予約（☎23・1448）
こころの健康相談 【予約】

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害
相談【予約】
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
若者（15 ～ 49歳）就職相談支援

《筑後若者サポートステーション》

◦ 平日10:00～17:00
《八女出張相談ハローワーク八女内》
◦毎月第２金曜13:00 ～ 17:00
※予約☎0942・30・0087
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 平日8:30 ～ 16:30 ／八女市消費生

活センター☎23・1183
教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110

教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性のための悩み相談電話
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／☎24・9422
福岡県あすばる相談ホットライン
◦ 毎日9:00 ～ 17:00、金曜のみ18時～

20時30分も可／☎092・584・1266
福岡県配偶者からの暴力相談
◦ 月～金17:00 ～ 24:00、土日祝9:00

～ 24:00 ／☎092・663・8724
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

相談はお気軽にどうぞ相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

ほっと館
かん

やめ

八女市社会福祉協議会福祉生活支援室

　ひきこもりなどに対する相談支援
を行っています。（市内 2 か所）
①八女市本町 17-2（リーベルと同
じ建物）月～金・第 2 土曜日 9:00
～ 17:00 開館（☎ 23・7777）
②上陽町北川内 123-1（地域福祉
センター内）平日 9:00 ～ 17:00 開
館（☎ 24・9820）
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おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を
募集しています（ただし、
市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。
氏名・生年月日・住所・簡
単なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕生日
前月の7日までに直接お持
ちいただくか、郵送でお申
し込みください。応募多数
の場合は先着順となります。
●申し込み＝企画政策課広
報広聴係（☎23・1110）

西田 遼
り ょ う

央 ちゃん

Ｒ2年7月13日生（稲富）

元
気
に
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
遼
央
の
事
ず
っ
と
応
援
し

て
る
よ
♡

樋口 夕
ゆ う き

桔 ちゃん

Ｒ2年7月14日生（大島）

夕
桔
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
。

た
く
さ
ん
笑
っ
て
楽
し
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

今井 遥
は る と

斗 ちゃん

Ｒ2年7月15日生（平田）

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
毎
日
可

愛
い
笑
顔
で
癒
や
し
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡

川口 七
な る み

瑠美 ちゃん

Ｒ2年7月19日生（黒土）

な
る
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と
う
。

毎
日
の
成
長
が
嬉
し
い
♡

あ
り
が
と
う
♡

城後 朱
あかり

 ちゃん

Ｒ2年7月20日生（室岡）

音
楽
で
体
が
動
き
出
す
朱
ち
ゃ
ん

♡
元
気
に
育
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♡

城後 光
ひかる

 ちゃん

Ｒ2年7月20日生（室岡）

好
奇
心
旺
盛
で
満
面
な
笑
み
の
光

く
ん
♡
朱
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
育
っ

て
ね
♡

高山 心
み ゆ

結 ちゃん

Ｒ2年7月21日生（蒲原）

心
結
ち
ゃ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
す
く

す
く
育
っ
て
ね
。

冨田 一
ひ す い

翠 ちゃん

Ｒ2年7月25日生（星野村）

一
翠
は
パ
パ
と
マ
マ
の
一
番
の
宝

物
だ
よ
☆

い
つ
も
幸
せ
を
あ
り
が
と
う
。

梅本 一
いっけい

恵 ちゃん

Ｒ2年7月28日生（吉田）

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
い
っ
ぱ
い

笑
っ
て
、
ス
ク
ス
ク
元
気
に
育
っ

て
ね
♡

竹房 和
ほ の か

花 ちゃん

Ｒ2年7月15日生（吉田）

１
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
明

る
く
て
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！

國武 実
み お

央 ちゃん

Ｒ2年7月10日生（本村）

１
歳
お
た
ん
じ
ょ
う
び
お
め
で
と
う

♡
こ
れ
か
ら
も
す
く
す
く
大
き
く

な
っ
て
ね
♡

渡邊 陽
よ う た

太 ちゃん

Ｒ2年7月3日生（馬場）

い
つ
も
笑
顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
な

陽
ち
ゃ
ん
♡
す
く
す
く
と
大
き
く

な
ぁ
れ
♡

甲木 美
み こ

心 ちゃん

R2年7月3日生（立花町山崎）

に
こ
に
こ
み
こ
ち
ゃ
ん
大
好
き
だ

よ
♡
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
元
気
に

育
っ
て
ね
♡

藤本 夏
な つ き

己 ちゃん

Ｒ2年7月27日生（本村）

１
歳
お
め
で
と
う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
大
き
く
な
っ
て
ね
！

ワクチン接種
の取り組み

市市長長ココララムム78
▼
福
岡
県
へ
の
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
7
月
11
日
を
期

限
と
す
る
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
に
移
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
本
市
の
新
規
感
染
者

数
の
状
況
は
改
善
し
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
気
を
緩
め
る
こ

と
な
く
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
▼
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
現
在
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
進
め
て
お

り
ま
す
が
、
八
女
文
化
会
館
と
市
役
所
各
支
所
に
専
用
窓
口
を

開
設
し
、
予
約
に
お
困
り
の
方
へ
の
支
援
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
6
月
20
日
時
点
で
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
方
、
約

2
万
3
千
人
の
う
ち
、
1
万
４
７
４
８
人（
64
・
１
％
）の
予
約
を

完
了
し
、
施
設
接
種
な
ど
約
２
８
０
０
人
を
加
え
る
と
１
万
７
５

４
８
人（
76
・
３
％
）の
方
の
接
種
手
続
き
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
1
回
目
の
接
種
が
７
８
９
３
人（
34
・
３
％
）、2
回
目
の

接
種
が
２
８
２
８
人（
12
・３
％
）完
了
し
て
お
り
ま
す
。
▼
本
市

で
は
、
医
師
会
を
は
じ
め
医
療
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
個
別
・
集
団
接
種
枠
の
拡
大
、
接
種
会
場
の
追
加

等
を
随
時
行
う
ほ
か
、
み
や
ま
市
に
開
設
さ
れ
た
県
の
広
域
接

種
セ
ン
タ
ー
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
な
る
べ
く
早
く

皆
様
に
接
種
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
▼

今
後
は
、
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
、
60
歳
～
64
歳
の
方
を
は
じ
め

と
し
て
順
次
年
齢
ご
と
の
接
種
に
つ
い

て
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
感
染
防
止
対
策
を
同
時
に
進

め
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
常
を
一
日
も
早
く
取
り
戻

せ
る
よ
う
、
引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。（
6
月
20
日
執
筆
）

ゆめタウン集団接種会場にて
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▼
文
字
と
余
白
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
切
に
し
て
い
る
と
語
っ
た
書

作
家
の
中
島
さ
ん
。
墨
色
が
際

立
っ
た
作
品
の
数
々
に
、
改
め

て
余
白
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。（
Ｙ
・
Ｎ
）

▼
近
隣
自
治
体
の
広
報
担
当
の

方
々
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参

加
し
ま
し
た
。
様
々
な
見
解
や

手
法
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
が

で
き
刺
激
に
な
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。（
Y
・
Y
）

▼
ア
ジ
サ
イ
の
手
入
れ
の
こ
つ

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

葉
が
多
く
目
立
つ
わ
が
家
の
ア

ジ
サ
イ
も
、
来
年
は
花
い
っ
ぱ

い
の
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
事
を

期
待
し
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）
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